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Ⅰ 設置する学校・学部・学科等 

 

1. 昭和女子大学 （学長：金子朝子） 

大学院 文 学 研 究 科 日本文学専攻 
  英米文学専攻 
  言語教育･コミュニケーション専攻 
  文学言語学専攻 
 生活機構研究科 生活文化研究専攻 
  心理学専攻 
  生活科学研究専攻 
  環境デザイン研究専攻 
  福祉社会研究専攻 
  人間教育学専攻 
  生活機構学専攻 
学 部 人間文化学部 日本語日本文学科 

英語コミュニケーション学科（募集停止） 
  歴史文化学科 

国際学科（募集停止） 
国際学部 英語コミュニケーション学科 

  国際学科 
 グローバルビジネス学部 ビジネスデザイン学科 
 人間社会学部   心理学科 
  福祉社会学科 
  現代教養学科 
  初等教育学科 
 生活科学部 環境デザイン学科 
  健康デザイン学科 
  管理栄養学科 
                                     食安全マネジメント学科 

2. 昭和女子大学附属 昭和高等学校 （校長：金子朝子） 

3.  〃   昭和中学校 （校長：金子朝子） 

4.  〃   昭和小学校 （校長：小泉清裕） 

5.  〃   昭和こども園 （園長：越川小枝子） 

6. ブリティッシュ・スクール・イン・トウキョウ昭和 （校長：ブライアン・クリスチャン） 
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Ⅱ 組織構成図 
組織別職員配置図                                        （5月 1日現在） 
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Ⅲ 学校・学部・学科等の入学定員、学生数の概要 
   （5月 1日現在） 
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Ⅳ 役員・教職員の概要 
5月 1日現在 

1. 理事会 
理事 現員 10名（定員 10～11名）うち外部理事 5名 * 

理 事 長 坂東眞理子 
常務理事 小原奈津子 
理  事 稲穗  照子 * 
理  事 金子  朝子 
理  事 阿 部  博 
理  事 植松  基員 
理  事 門口  正人 * 
理  事 鈴木  雄二 * 
理  事 平原   史樹 * 
理  事 アーネスト М. 比嘉 *  

監事 現員 2名（定員 2～3人）うち外部監事 1名 * 
監  事 山崎  日出男 * 
監  事 山本  雅和 

理事会の開催回数  2017年度 11回 
 

2. 評議員会 
評議員 現員 29名（定員 28～38名）  

第 1号評議員［教職員］12名 
阿 部  博、小原奈津子、垣上正一、金 尾  朗、小泉清裕、奈木野昌一、 
生天目博、沼  明 彦、畑原寿俊、保坂邦夫、武藤空男、吉田昌志 

第 2号評議員［卒業生］12名  
金子朝子、大泉章子、稲穗照子、太田鈴子、烏谷知子、木間英子、平原史樹、 
福住真由美、比護和子、安達きわ、小川睦美、髙野惠美子 

第 3号評議員［学識経験者］4名  
江口雄輔、日比谷 武、平尾光司、横井千香子 

第 4号評議員［理事長］1名 
坂東眞理子 

評議員会の開催回数 2017年度 2回 

 

3. 教職員数 （総数 653名：専任教員 429名・専任職員 224名） 

  

部門 専任教員数 専任職員数 部門 専任教員数 専任職員数 

法人本部 0人 49人 附属昭和小学校 35人 3人 

昭和女子大学 215人 136人 附属昭和こども園 30人 2人 

附属昭和高等学校 39人 4人 ブリティッシュ・スクール 63人 28人 

附属昭和中学校 46人 2人    
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2  事業の概要                          
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Ⅰ 学園全体 
 

1. 中期方針の策定 
創立 100 周年のあるべき姿を目標に、キャンパスのグローバル化と教育の質的転換を主題とする中期方針を策定し公開し
た。2017 年度から 5 年間で多様性に富んだ教育環境を整備し、スーパーグローバルキャンパスを構築することを目標と
している。 

 

2. 組織 
① 大学部門の学長室研究支援担当と、教育支援・学生支援・国際交流の各センターを総合し、教学支援センターを新設。

アドミッション、教学・学生支援、キャリア支援といった、入口から出口までを一貫支援する体制を構築した。 
② 管理職への早期登用、部外者からも分かりやすい職名とするため、担当制から部・課制に改めた。また、管理職は部

長・次長職に課長職を加えて３階層とした。 
③ 担当理事と総務部を中心にサポーターズ・クラブや同窓会と連携し、創立 100周年事業に全学園で取り組む委員会組

織を整備した。 
 

3. 人事 
① 大学の連携とグローバル教育の推進、そして志願者数減少に歯止めをかけるため、大学の学長が附属中学校・高等学

校の校長を兼務して附属校の改善・改革を推進した。 
② 学長の中高部校長兼務に伴い、大学の副学長を 1名追加して 3名とした。 
③ 附属中学校・高等学校に進学担当教頭を配置した。教頭を 3名体制とした。 
④ 附属昭和こども園の運営体制強化のため、主幹教諭 2名を配置した。 
⑤ 人件費比率は 53.7%で、目標数値の 55%を下回った。 
⑥ 職員の SD活動は、世田谷 6大学コンソーシアム合同研修会に 6名、日本能率協会主催研修会に 34名を派遣した。 
⑦ 新たに企画した「タウンミーティング」には、延べ 213名の教職員が参加した。 

 

4. キャンパスの整備・改修工事 
2017年度に実施した主な改修工事等は次の通り。（13件） 

内容 金額（円） 

新体育館解体 210,600,000円 
全学省エネ機器更新工事 93,105,720円 
正門通りインフラ整備 27,031,320円 
2号館エントランス改修工事 22,032,000円 
5号館 1階改修工事 16,304,976円 
8号館昭ルーム改修工事 15,449,400円 

2･7･8号館、学園本部館 温水洗浄便座設置工事 14,040,000円 
人見記念講堂 外壁タイル補修工事 12,853,728円 
8号館グローバルビジネス学部教授室改修工事 12,371,996円 
8号館 2S35・2L37福祉社会学科 STコース改修工事 9,547,200円 
人見記念講堂 プロジェクター設置工事 6,966,000円 
東明学林 シャワー室改修工事 6,188,400円 

5号館 水道直結工事 4,570,560円 
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5. 大学の将来計画 
① 学部・学科設置と収容定員増 

A. 人間文化学部から英語コミュニケーション学科（入学定員 199名）・国際学科（同 100名）を分離して、国際
学部を新設した。 

B. 生活科学部に食安全マネジメント学科（同 80名）を新設した。 
C. 人間社会学部福祉社会学科に言語聴覚士（ST）コースを開設した。 

② 2018年度学科開設の準備 
グローバルビジネス学部会計ファイナンス学科（入学定員 60名）設置を届け出た。 

③ 2018年度収容定員変更の準備 
以下のとおり各学科の収容定員変更を届け出た。 
グローバルビジネス学部 120名 ⇒ 170名（50名増） 

ビジネスデザイン学科 120名 ⇒ 110名（10名減） 
会計ファイナンス学科  60名（新設） 

生活科学部  427名 ⇒ 437名（10名増） 
環境デザイン学科 200名 ⇒ 210名（10名増） 

6. 州立テンプル大学ジャパンキャンパスを誘致 
昭和女子大学のキャンパス内に新校舎を建設し、テンプル大学ジャパンキャンパスを誘致することで基本合意した。移転
は 2019年 9月の予定。 

7. 優秀者表彰と奨学金贈呈 
創立記念式典で次の奨学生を表彰し、奨学金を贈呈した。 
① 人見記念奨学生（大学院・大学・高等学校）：人物および成績が著しく優秀な者、学園の模範となる実績を残した者 
② 成績優秀奨学生（大学院・大学・高等学校）：人物および成績が著しく優秀な者 
③ 水上奨励基金奨学生（日本語日本文学科）：日本語・日本文学・書道など、日本文化と関わりのある領域で優れた業

績をあげた学生または団体 
④ 熊澤育英基金奨学生（初等教育、健康デザイン、管理栄養学科から修士課程に進学する学生）：在学中の成績および

人物が著しく優秀な者 
⑤ 砂原育英基金奨学生（附属校から昭和女子大学に進学する生徒）：在校中の成績および人物が著しく優秀な者 
⑥ 稲穗奨励基金奨学生（大学）：芸術、スポーツなどにおいて優れた業績をあげた者または団体 
 
2017年度の奨学生数は次の通りである。（合計 218名） 

種別 部門 人数 

人見記念奨学生 

大学院 2名 
大学 36名 
高等学校 6名 

合計 44名 

成績優秀奨学生 

大学院 4名 
大学 120名 
高等学校 45名 
合計 169名 

熊澤育英基金奨学生 大学院 1名   
砂原育英基金奨学生 大学 1名 
稲穗奨励基金奨学生 大学 2名 
認定留学奨学生 大学 1名 
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8. 各種媒体による紹介  
本学園関係者が紹介された主なメディア数は次の通り。 

氏名 媒体 

坂東眞理子 理事長・総長 テレビ 2・WEB12・新聞 33・雑誌 42 

金子朝子 学長 雑誌 2・書籍 1 

川平朝清 名誉理事 WEB1・新聞 1 

平井 聖 名誉学長 テレビ 1 

吉田昌志 副学長 イベント 1 

歴史文化学科 小泉玲子 教授 テレビ 2・ラジオ 1・新聞 1 

歴史文化学科 学生 テレビ 1・ラジオ 1・新聞 2 

歴史文化学科 山岸良二 非常勤講師 テレビ 2 

国際学部 新聞 1 

国際学部長 髙野惠美子 教授 雑誌 1 

国際学科 森本真一 教授 書籍 1・イベント 1 

国際学科 ボルジギン・フスレ 教授 新聞 1 

心理学科 学生 WEB1 

福祉社会学科 北本佳子 教授 新聞 1 

福祉社会学科 学生 新聞 1 

現代教養学科 福田淳子 准教授 書籍 2 

現代教養学科 シム チュン・キャット 准教授 WEB1 

初等教育学科 白數哲久 専任講師 テレビ 1 

環境デザイン学科 木原民雄 教授 受賞 1 

環境デザイン学科 桃園靖子 教授 WEB1 

環境デザイン学科 杉浦久子 教授 新聞 1 

環境デザイン学科 学生 WEB2・新聞２ 

生活科学部長 高尾哲也 教授 新聞 1 

管理栄養学科 原正美 准教授 テレビ 1 

管理栄養学科 学生 WEB1 

健康デザイン学科 不破眞佐子 専任講師 新聞 1 

食安全マネジメント学科 学生 WEB1 

グローバルビジネス学部 新聞 1 

グローバルビジネス学部 八代尚宏 特命教授 ラジオ 1・WEB15・新聞 36・雑誌 6・イベント 2 

グローバルビジネス学部 小森亜紀子 専任講師 新聞 1 

ビジネスデザイン学科 藥袋貴久 准教授 新聞 1 

ビジネスデザイン学科 飴善晶子 教授 WEB3・新聞 1 

ビジネスデザイン学科 山田 隆 教授 雑誌 1 

ビジネスデザイン学科 今井章子 教授 新聞 1・雑誌 1 

ビジネスデザイン学科 岸山 睦 教授 ラジオ 1・テレビ 1 
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氏名 媒体 

ビジネスデザイン学科 湯川 抗 教授 ラジオ 7・新聞 1 

ビジネスデザイン学科 髙木俊雄 准教授 WEB1 

ビジネスデザイン学科 藻谷ゆかり 客員教授 WEB1 

ビジネスデザイン学科 学生 WEB3・新聞 3 

総合教育センター長 山崎洋史 教授 WEB2 

総合教育センター 友野清文 教授 新聞 2 

総合教育センター 三宅ひろ子専 任講師 WEB1 

大学 全体 WEB4・新聞 10・雑誌 4 

大学 学生 雑誌 1・新聞 1 

輝け☆健康「美」プロジェクト テレビ 1 

近代文化研究所 佐藤美恵子 主任 雑誌 1 

女性文健康科学研究所 竹山恵美子 准教授 テレビ 1 

磯野彰彦キャリア支援センター長 WEB1・新聞 5・雑誌 2 

ダイバーシティ推進機構 武藤空男 事務局長 雑誌 1 

現代ビジネス研究所 新聞 1 

現代ビジネス研究所 小森亜紀子 事務局長 雑誌 1 

現代ビジネス研究所 治部れんげ 研究員 WEB13・新聞 1・イベント 10 

現代ビジネス研究所 段谷 憲 研究員 ラジオ 1・WEB2・新聞 1 

現代ビジネス研究所 非常食レシピ研究チーム WEB1 

現代ビジネス研究所 大嶋淳俊 研究員 新聞 1・雑誌 1 

現代ビジネス研究所 杉本 宏 研究員 新聞 1・雑誌 1 

現代ビジネス研究所 村井 貴 研究員 雑誌 1・受賞 1 

現代ビジネス研究所 新井卓二 研究員 WEB1・雑誌 1 

現代ビジネス研究所 青山大蔵 研究員 テレビ 1 

現代ビジネス研究所 古田土俊男 特別研究員 WEB1・新聞 1 

現代ビジネス研究所 遠藤佳代子 研究員 雑誌 1 

現代ビジネス研究所 臼田明子 研究員 WEB1 

現代ビジネス研究所 太田行信 研究員 雑誌 1 

現代ビジネス研究所 熊坂敏彦 研究員 新聞 1 

キャリアママインターンシップ  雑誌 1 

健康経営プロジェクト ラジオ 1 

いわき湯本温泉活性化プロジェクト  新聞 1 

島のいいもの見つけた！プロジェクト ラジオ 1 

ゆうきのつばさプロジェクト イベント 1 

地域連携センター 学生 新聞 1 

キャリアカレッジ  新聞 1 

ダイバーシティ推進機構 新聞 2・雑誌 1 
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氏名 媒体 

昭和ボストン WEB1・新聞 1 

有志団体「ガールズドリームファクトリー」 WEB1 
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Ⅱ 大学院・大学 
 

1. キャンパスのグローバル化 
文部科学省「経済社会の発展を牽引するグローバル人材育成支援」事業の取組をさらに発展させるためグローバル推進委員
会を設置して次のプロジェクトに取り組んだ。 
① 国内プログラムの開発 

A. 6月 20日から 7月 10日まで 7か国 14名の外国人学生を迎え、SWU Summer Internationl Programを実
施した。日本人学生＝単位修得者延べ 35名、聴講・ボランティア学生延べ 18名。 

B. 8月 4日から 8月 25日まで、韓国・誠信女子大学、中国・上海外国語大学と共同で日中韓プログラムを実
施した。各大学の学生が韓国、中国、日本の順で各大学に 1週間ずつ滞在した。 

② Academic Program / Intensive Japanese Programの実施 
交換留学生を主対象にセメスタープログラムAcademic Program（日本語上級）と Intensive Japanese Language 
Program（日本語中級）を実施。参加人数は前期が 7か国 29名、後期が 10か国 31名だった。 

③ Global Network 
2017年度末のGlobal Networkの登録学生数は 989名で、2つのグループ活動を行った。 
A. 学生グループ Chawaが実施するイベントに延べ 145名の留学生と 184名の日本人学生が参加した。 
B. キャンパスアテンダントとサポート学生延べ 131名が海外からの来賓を接遇した。 

④ 海外協定校の開拓 
中国・上海外国語大学、上海理工大学、ブルネイ・ブルネイ工科大学、タイ・チェンマイ大学、アジア太平洋
大学交流機構（UMAP）（以上５大学）と交流協定を締結した。 

⑤ ダブルディグリー・プログラム 
中国・上海交通大学とのプログラム第 1期生 10名が全課程を修了し両大学の学位記を取得した。 
ソウル女子大学とのプログラム第 1期生 2名が留学プログラムを開始した。 

⑥ 講演会・特別講義の実施 
プノンペン大学やプノンペン芸術大学から研究者を招聘してシンポジウム「急成長する次世代のカンボジア文
化」を実施。約 190名の参加者があった。 

⑦ 英語力向上のための取組 
新入生に英語プレイスメントテストを実施。各学科で英語のレベル別クラスを導入した。 
英語力向上を目的にTOEICセミナーと IPテストを実施した。 
留学のためのTOEFL・IELTSセミナーやミニセミナー、ワークショップなどを積極的に開催した。 

⑧ 留学生支援 
留学生オリエンテーションを正規・交換留学・科目等履修などのタイプ別に実施した。 
日本語チューター制度を延べ 31名の留学生が利用した。 
日本語会話パートナーと Language Exchange パートナーは延べ 40名の留学生と日本人学生が活動した。 

 

2. 日本学術振興会の事後評価で Sを取得 
文部科学省「経済社会の発展を牽引するグローバル人材育成支援」事業の事後評価で、総括評価「S」を取得。20校の
国公私立大学が最終評価を受けたが、本学が唯一最高ランクの S評価を得た。 
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3. 教育 
① 教育の質的転換 

A. 大学全体のポリシーに基づき各学科の 3ポリシーを検証して改定し、学生便覧やホームページで公開した。ま
た、3ポリシーに基づくカリキュラムマップとカリキュラムツリーについて検討を開始した。 

B. 過小人数クラスを削減した。 
C. 卒業要件単位と総合教育センターの在り方についてワーキンググループを設置し検討した。 

② 学習支援・キャリア教育 
A. 社会人メンター 

社会人メンター制度の活動実績は次の通り。 

内容 開催回数 参加学生数 

1. 個別メンタリング 申込件数 611件 実施件数 557件 

2. メンターカフェ 7回 305名 

3. メンターフェア 14回 1,517名 

合計参加学生数（2＋3） 1,822名 

B. リーダーズアカデミー（オナーズクラス） 
各学科の 2・3 年生を中心に 31 名が参加し、講義に加えて「女性は世界を変える」というテーマでプロ
ジェクト活動に取り組んだ。 
外部から招へいした講師とテーマは次の通り。（5名） 

講師 テーマ 
レナ・ジャポン・インスティチュート株式会社 
蟹瀬令子代表取締役 

グローバルな視点でビジネスを展開、起業する 

認定NPO法人フローレンス 
駒崎弘樹代表理事 

半径 5メートルから社会を変える方法 

三菱総合研究所経営コンサルティング本部 
猪瀬淳也氏 

プロジェクト管理 

NHK契約ディレクター・現代ビジネス研究所 
堀内美紀研究員 

人に伝わる文章の書き方・表現方法 

弁護士・Loyola大学 
楠田弘子教授 

法で守られる命と政治で救われる命 

学生チームの発表テーマ（4テーマ） 

Aチーム Level-up Woman Project 

Bチーム 自分らしく生きる～輝く未来へ!!新しい働き方～ 

Cチーム 女性の女性による女性のための地域活性化 

Dチーム Kimono“Wa”Fashion～Feel Japan,Feel Slow Fashion～ 

③ FD活動 
A.  アンケート 

受講者数 10名以上の全授業科目で授業改善アンケートを実施。授業改善報告書を公開した。アンケート
結果をもとに授業改善報告書を作成して学内サイトに掲載。各学科が学科別授業改善報告書を大学ホー
ムページに掲載した。 
学期内に学生の意見を反映できるように中間期に希望した教員が授業改善アンケートを実施。中間実施
報告書を作成して教務部委員会で報告した。 
大学院はカリキュラム、授業、研究環境を評価するアンケートを全正規学生に実施した。アンケート結果
を各研究科教授会で報告し、専攻ごとの改善報告書を学内ウェブサイトに掲載した。 
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B. FD講演会 

開催日 テーマ・講師 

6月 21日 
16:30～17:30 

参加者数：179名 

テーマ：3つのポリシーの実質化とアセスメントによる質保証 
講師：関西国際大学 濱名 篤 学長 

C. FDサロン 

開催日 テーマ・発題者 

10月 11日 
15:00～16:00 

 
参加者数：58名 

メインテーマ：ルーブリック評価の導入と実践に向けた可能性を探る 
〇 第 1グループテーマ：レポート評価 

発題者：日本語日本文学科 横山紀子 教授 
〇 第 2グループテーマ：プレゼンテーション評価 

発題者：英語コミュニケーション学科 井原奉明 教授 
〇 第 3グループテーマ：デザイン評価 

発題者：環境デザイン学科 桃園靖子 教授 

D. 新任教員研修 
4月 1日以降に採用した常勤教員が対象。建学の精神・理念を踏まえ、教育の特色や制度について理解を
深めることを目的に新任教員研修を実施した。 

開催日 主なテーマ 

3月 25日 
13:00～15:40 

 
参加者数： 
新任教員 10名 

① 本学の FD活動 
② 教学全体にかかわる取り組み 
③ 学生の進路・キャリア支援体制 
④ 本学の入試・学生募集等 
⑤ 学生支援・クラス運営 
⑥ 国際交流・留学 
⑦ 本学の研究支援 
説明者：FD推進委員会委員長、教務部長、キャリア支援部長、 
アドミッション部長、学生部長、国際交流センター長、副学長 

 

4. IR 
① IR推進専門委員会の開催 

大学部局長会の専門委員会として IR推進専門委員会を設置。ワーキンググループを立ち上げて IRに関 
する企画・分析を進めた。（10回） 

開催日 主なテーマ 

4月 26日 2017年度活動計画の検討 

5月 24日 カリキュラムマップと成績分布の分析手法の検討 

7月 12日 学修時間に関する分析 

8月 2日 他大学との教学データの比較分析 

9月 25日 学修時間に関する分析 

10月 25日 認証評価の実地視察における指摘事項の検討 

11月 29日 一部学科の成績分布の比較分析 

1月 17日 GPAに関する分析 

2月 13日 科目別点数分布に関する分析 

2月 28日 入試結果に関する分析 
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② IR推進課の設置 
学長室 IR推進担当を学長室 IR推進課に改組、専任職員を配置し IR推進専門委員会と連携しながら各調査 
の実施・分析サポートや学内外の情報を収集した。 

③ 学習時間・学習経験に関するアンケートの実施 
学生の学習習慣と成果の関係性の把握を目的に、学習時間・学習経験に関するアンケートを大学 1・4年生 
に実施した。 

④ IRレポートの発行 
2017年度卒業学生の 1年次と 4年次のGPAの比較、2017年度前期の科目別点数分布のレポートを作成。 
学長・副学長、教務部委員会に報告した。 
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5. 研究 
各研究所の活動は次の通り。 
① 近代文化研究所 

A. 「学苑」刊行（毎月 1日刊行・総論文数 80） 
内容 論文数 

4月 第 918号 英語コミュニケーション学科紀要 8 

5月 第 919号 総合教育センター・国際学科特集 5 

6月 第 920号 初等教育学科紀要 5 

7月 第 921号 環境デザイン学科紀要 4 

8月 第 922号 普通号 7 

9月 第 923号 近代文化研究所紀要 5 

10月 第 924号 普通号 6 

11月 第 925号 資料紹介特集 9 

12月 第 926号 生活科学部紀要 7 

2018年 1月 第 927号 日本語日本文学科紀要 9 

2月 第 928号 人間社会学部紀要 7 

3月 第 929号 普通号 8 

B. ブックレット 近代文化研究叢書 刊行 
『ブックレット 近代文化研究叢書 13 世田谷の近代住宅―和洋折衷の多様な展開』を 2018年 3月に刊行
した。（堀内正昭著：B5判・164頁・300部） 

C. 『女性文化』刊行 
第 36集を制作した。 

D. 所員勉強会 開催（4回） 

内容・講師 開催日 

縄文時代文化研究の最前線 
昭和女子大学 山本暉久 名誉教授 

6月 28日 

近代日本の「高等遊民」―その実態と可能性を探る― 
日本大学 町田祐一 専任講師 

7月 26日 

闇市の復興力 
東京大学大学院工学系研究科建築学専攻 初田香成 助教 

 10月 11日 

漆器の技術的変遷と光葉博物館所蔵漆器の活用について 
昭和女子大学 武田昭子 名誉教授・光葉博物館顧問 

11月 29日 

 
② 女性文化研究所 

A. 研究会 開催（6回） 

内容 開催日 

戦時の性暴力と性的搾取：独ソ戦（1941～45年）下のドイツ軍の場合 
ハンブルク社会研究所研究員 レギーナ・ミュールホイザー氏 

通訳：東京大学 姫岡とし子 名誉教授、小野寺拓也 所員 
4月 22日 

会津藩家老山川家の明治期以降の生き方 
－長女二葉、次女ミワ、三女操、四女常盤、五女捨松－               

遠藤由紀子 研究員 
12月 8日 

留学生と語るジェンダー事情：座談会 
コーディネーター：掛川典子 副所長 

 12月 11日 
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内容 開催日 

ヴィクトリア朝時代に生きる女性たち：『カスターブリッジの町長』におけるエリザベス=
ジェインとフロレンス・エミリー・ハーディーの場合                  柴田聡子 研究員 
カルチュアル・アイデンティティーとコミュニケーションの影響 

Esther Lovely 特別研究員 

2月 8日 

女性文化研究叢書第 11集 執筆者中間報告会 １ 
 友野・北本・今井・森・伊藤・斎藤・小森・大橋 

3月 2日 

女性文化研究叢書第 11集 執筆者中間報告会  2  
粕谷・吉川・本多 

3月 8日 

 
B. 昭和女子大学女性文化研究賞・昭和女子大学女性文化研究奨励賞（坂東眞理子基金）の顕彰（3名） 

第 9回昭和女子大学女性文化研究賞 
(坂東眞理子基金) 

早稲田大学大学院法務研究科 浅倉むつ子 教授 
『雇用差別禁止法制の展望』有斐閣 

第 9回昭和女子大学女性文化研究奨励賞 
(坂東眞理子基金) 

明星大学心理学部 瀬戸山聡子 非常勤講師 
『現代日本女性の中年期危機についての研究－危機に対する
ソーシャル・サポートと容姿を維持向上する努力の効果－』
風間書房 

第 9回昭和女子大学女性文化研究特別賞 
(坂東眞理子基金) 

税理士・全国女性税理士連盟 遠藤みち 相談役 
『両性の平等をめぐる家族法・税・社会保障－戦後 70年の軌
跡を踏まえて－』日本評論社 

 
C. 刊行物（4点） 

○ 『女性文化研究所ニューズレター』No.69、No.70 
○ 『女性文化研究所紀要』第 45号 
○ 『WORKING PAPER No.40：インターンシップ受け入れ企業の意図をふまえた本学としての今後のイ

ンターンシップ連携のあり方－「昭和女子大学インターンシップ企業調査」を中心として－』 
杉田あけみ・粕谷美砂子・磯野彰彦（女性の職業的自立と包括的キャリア教育・キャリア支援に関する
研究プロジェクト「インターンシップグループ」） 

 
③ 国際文化研究所 

次の行事を開催した（4回） 

国際シンポジウム 
（ウランバートル） 

第 10 回ウランバートル国際シンポジウム『ユーラシアにおける日本とモンゴル』
を共催した。日本やモンゴル，中国，ロシア，カナダ,台湾などの研究者 80名余り
が参加した。 

JICA草の根プロジェクト 
2016年 1月から継続 

ヘリテージツーリズムによる辺境農漁村の生計多様化プロジェクト 
ホイアン市チャム島・ゲアン省コンクオン郡・ナムダン郡で、文化財保存とその観
光活用による地域経済の向上に向け実施中。 

日越学生交流プログラム 
JICA の対象であるゲアン省ナムダン郡カインソン村の文化財保存調査に、日越大
学・ハノイ国家大学・昭和女子大学の学生・院生が参加。 

国際交流基金アジアセン
ター文化創造プログラム 

ベトナム・ティエンザン省カイベー市の洋館群が国家文化財指定され伝達式とまつ
りが開催され、昭和女子大学を中心とする日本隊が省知事から表彰を受けた。この
まつりに日本の洋館群で知られる横浜・神戸・長崎も加わり、現地の各洋館で様々
なイベントを行った。この模様はホーチミン TVでベトナム各地に生中継され、昭
和女子大学同窓会を中心に能・書道・和弓などのステージも 20分間放映された。 
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④ 生活心理研究所 
A. 附属心理臨床相談室の運営 

女性と子どものための相談室として地域の専門機関のネットワークに位置づけられている。 
○ 心理臨床相談室（臨床心理士養成のための大学院生実習施設） 

相談件数＝95件・95名・170回 
○ NPO昭和：世田谷区発達障害児支援事業「子育てステーション世田谷・発達相談室」 

発達相談室＝年間 37日開設し 159件の相談を受けた。 
ペアレント・トレーニング＝4グループに各 6回実施。参加延べ人数は 96名。 

B. 公開講座（3回） 
地域に開かれた研究・実践の場として「成人期の発達障害 ―生きづらさ・未来図―」をテーマに
公開講座を開講した。 

演題 講師 
発達障害と暮らす 
－当事者・支援者・家族として－ 

村上由美 ボイスマネージ、言語聴覚士 

脳の発生発達：その精緻なメカニズム
と小さな綻び 

大隅典子 東北大学大学院・医学研究科附属創生応用医学研究セン
ター長 

発達障害者の就労支援 梅永雄二 早稲田大学教育・総合科学学術院教授 

 
C. 修了生臨床心理事例研究会（5回） 

次の研究会を開催し大学院生および修了生が参加した。 
臨床心理士と法律相談 ： 弁護士 小山智弘氏・玉井信人氏 
幼児期から学齢の発達検査について ： 練馬区立学校教育支援センター心理相談員 林弥生氏 
公認心理師・臨床心理士の現在・未来 ： 東京臨床心理士会 田波勝理事 
スクールカウンセリングにおける認知行動療法Ⅱ ： 群馬大学教育学部 岩瀧大樹准教授 
臨床に活かすウェクスラー法－成人の発達障害を中心に－ ： 路地裏発達支援オフィス 糸井岳史氏 

D. 刊行物 
『生活心理研究所紀要』第 20号を刊行した。 

 
⑤ 女性健康科学研究所 

A. 公開講座 
3月 12日に第 3回公開講座を開催した。 

テーマ 女性の健康科学に関する諸問題Ⅲ 

内容 

1. 無意識に食行動を変える新たな手法の提案： 山中健太郎 教授 
2. 糖質制限食について考えてみた     ： 渡辺睦行 准教授 
3. DOHaDと栄養疫学 ～胎生期の栄養～  ： 小西香苗 准教授 
4. 昭和女子大からインパクトのある論文を発信しよう！：細く、長く行う研究を！ 

女性健康科学研究所長 江﨑治 教授 
5. 全体ディスカッション 

司会 海老沢秀道 教授 
 

B. 開所後 3年間の活動をまとめた『女性健康科学研究所活動報告書 2015～2017』を刊行した。 
C. 研究成果の公表 

所員 18名の研究成果の公表は次の通り。 
学術論文等（15件） 

種別 国際学術雑誌 国内学術雑誌 紀要等 
件数 7 3 5 
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学会発表等（28件） 
種別 国際学会 国内学会 
件数 3 25 

 
⑥ 現代ビジネス研究所 

A. 研究助成金に採択された研究は次の通り。（14件） 

研究プロジェクト名 学生 研究員名 

ソーシャル・ベンチャーにおける女性起業家のリーダーシップ醸成プロセスに関
する研究 

参加 青山大蔵 

健康経営のリクルート効果について調査研究 参加 新井卓二 

高齢者ビジネスにおけるコト消費空間について 
―なないろクッキングスタジオを題材に― 

無 井沼一 

コミュニティビジネスのイノベーション戦略 
―山梨県のワイナリーにおけるテイスティングルームマネジメント― 

参加 江口智子 

東北復興支援のための PBL手法による観光促進に関する研究 
―いわき湯本温泉の活性化― 

参加 大嶋淳俊 

「地場産業」を中核にした「地域創生」についての研究 
―「循環型地場産業」の事例研究― 

無 熊坂敏彦 

ソーシャルビジネスにおける女性参画の実態と「ジェンダー意識」「社会貢献意
識」に関する研究（第 2年次） 
―就業前世代の女子大学生に対する意識調査からの考察― 

参加 甲賀聖士 

インバウンドビジネスにおける成功要因の考察 
―日越間のケース― 

参加 
鈴木宏幸 

（共同研究） 

若者の政治参加促進に向けた取り組みの現状と課題 無 澄田知子 

大規模震災発生時のための食料備蓄と非常食レシピに関する防災教育教材開発
に関する研究 

参加 
段谷憲 

（共同研究） 
フリマアプリのマーケットデザイン 
―フリマアプリ（メルカリやフリル）での買い物行動に関するアンケート調査― 

参加 鶴沢真 

企業に働くマチュア世代の女性のセカンドキャリア意識調査とニーズ分析研究
（第 2年次） 

無 
西村美奈子 
（共同研究） 

企業と非営利組織のパートナーシップ戦略に関する研究 
―価値観や成り立ちの異なる組織や個人はどのように協働して共通の目標を達
成するのか― 

参加 村井知光 

昭和女子大学生の国際協力に関する意識調査（第 4年次） 
―「グローバル人材」の育成に向けた現状と課題― 

参加 柳川伸二 

 
 

B. 開催行事（9回） 

イベント名 登壇者 

2016年度研究報告会 
助成金採択研究員 
プロジェクト参加学生 

研究セミナー 
グローバル化と日本の女性 

治部れんげ 研究員 
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イベント名 登壇者 

研究員サロン 
社会人と女子大生で考える「日本の働き方について」 

ビジネスデザイン学科 4年 和田海月 

公開講座 
地域とつながるコレクティブハウジングの勧め 

NPO法人コレクティブハウジング社狩野三枝理事 
平川祥子氏（コレクティブハウス元居住者） 

研究員サロン 
研究に役立つGDP統計の見方、使い方、作り方 

現代ビジネス研究所 飛田史和副所長 

研究員サロン 
ポスター発表の方法 

ビジネスデザイン学科 山田麻以助教 

テンプル大学ジャパンキャンパスジョイントイベント 
日本のブラック企業 

ビジネスデザイン学科 髙木俊雄准教授 

研究セミナー 
ダイバーシティ推進機構共催シンポジウム 
日本で活躍する企業のダイバーシティの取り組み 

内閣府男女共同参画局 田平浩二推進課長 
日本マクドナルド株式会社直営本部 吉田真友子神
奈川西・北陸エリアオペレーションマネジャー 
日本マクドナルド株式会社人事本部 渡辺牧江フィ
ールドHR部コンサルタント 
カルビー株式会社人事総務本部 新谷英子ダイバー
シティ委員会委員長 
城南信用金庫総務部 佐藤隆美次席調査役 
SMBC信託銀行オペレーション推進部 見田愛子
オペレーション指導課長 

公開講座 
日本の未来を拓く“健康経営” 

経済産業省商務・サービスグループ 江崎禎英政策
統括調整官兼内閣官房健康・医療戦略室次長 
株式会社ルネサンス 斎藤敏一代表取締役会長 
昭和女子大学 坂東眞理子理事長・総長 

 
C. 現代ビジネス研究所認定プロジェクト（8件） 

プロジェクト名 協働団体 担当教員 

キャリアママインターンシップ NPO昭和 今井章子・小森亜紀子 

沖縄ファミリーマート×昭和女子大学 株式会社沖縄ファミリーマート 髙木俊雄・小森亜紀子 

株式会社マークス×昭和女子大学 株式会社マークス 髙木俊雄・小森亜紀子 

株式会社三恵×昭和女子大学 株式会社三恵 髙木俊雄・石垣理子 

Business in Englishセッション ― 
前田純弘 
研究員：太田行信 

Christian Diorワークショップ クリスチャンディオール株式会社 浅田裕子 

ガールズバンドミュージックビデオ制作 
株式会社リクルートマーケティング
パートナーズ 

小森亜紀子 

「女子大生が恋する！」井の頭線 京王電鉄株式会社 髙木俊雄・小森亜紀子 
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D. 刊行物 
『現代ビジネス研究所News Letter』Vol.7、Vol.8 
『現代ビジネス研究所紀要』2017年度版（WEBSITE） 

 
⑦ 現代教育研究所 

A. 開催行事（12回） 
タイトル 内容 

所員・研究員懇談会 
所員・研究員が集まり、今年度の活動指針、グループごとの活
動について話し合う 

英語教育グループ レクチャーシリーズ アジア諸国と日本でのタスクに基づく小学校英語指導の現状 
理科教育グループ勉強会 新学習指導要領とサイエンスコミュニケーション 
Co-Creative Learning Session in ATOMI 
2017 

「食」をめぐる知の冒険に旅立とう！ 
～共創する学びへの招待～（全 7回） 

小学校英語活動イベント 
Greetings・The five senses・Direction / Table manners・Wrong 
words・Pollution （Science experiment） 

現代教育研究所出張フォーラム 
18 歳からの教員育成～21 世紀型能力を見据えた今日的教育課
題と教員育成～ 

乳幼児教育グループ研修会 幼稚園教育要領、保育所保育指針改訂のポイント 
表現教育グループ勉強会 パフォーミング・アーツの魅力 

教育課題グループ勉強会 
カリキュラム管理室のこれまでと今、そしてこれから―教師の
成長を支え合う仕組みづくり― 

第 3回現代教育研究所フォーラム 
教科をこえる、社会にひらく！共創する学びへの招待 
～中学校・高等学校はどこにどう向かうべきか？ 

私学教育グループ高大連携企画 岩倉高校ボランティア（全 4回） 

研究員座談会 私学教育と教育について 

B. 刊行物（6冊） 
○ Newsletter第 4号・第 5号 
○ 昭和女子大学現代教育研究所紀要 第 3号 
○ EduMate vol.2 
○ Mini-Activities in Elementary Scool English Classes（3） 
○ 科学大好きな子供を育てる―研究報告書―vol.1 
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6. 科学研究費等助成事業採択状況 
科学研究費助成事業に採択された研究は次の通り。（新規 6件・継続 23件［期間延長含む］ 合計 29件） 

種別 研究課題 氏名 

1［新規］ 
基盤研究（B）（一般） 

同一価値労働同一賃金原則に基づく新たな賃金制度と法の
研究 ―男女賃金格差の解消へ 

森ます美 特任教授 

2［継続］ 
基盤研究（B）（一般） 

両手協調動作の制御における利き手・非利き手の役割に 
関する研究 

山中健太郎 教授 

3［新規］ 
基盤研究（C）（一般） 

保育所における食事援助の質向上を目指す研修ツールの 
開発：多職種アプローチを通して 

遠藤純子 専任講師 

4［新規］ 
基盤研究（C）（一般） 

「溥儀文書」の構築と研究 ボルジギン呼斯勒 教授 

5［新規］ 
基盤研究（C）（一般） 

Domestic Spaces in Gothic Literature Landau Samantha専任講師 

6［新規］ 
基盤研究（C）（一般） 

異文化間コミュニケーションにおける共感： 
日本語母語話者と英語母語話者の会話の分析 

山本 綾 専任講師 

7［新規］ 
基盤研究（C）（一般） 

現代日本におけるペアレントクラシーに関する追跡・ 
発展的研究 

望月由起 准教授 

8［継続］ 
基盤研究（C）（一般） 

ベトナム中部ホイアンの伝統衣服に関する研究 下村久美子 教授 

9［継続］ 
基盤研究（C）（一般） 

日本における食用油脂及び油脂調理の変容と有用性の検証 
－食文化の視点から－ 

大橋きょう子 教授 

10［継続］ 
基盤研究（C）（一般） 

日本のソーシャルワークにおけるコンサルテーションの 
スキル開発 

北本佳子 教授 

11［継続］ 
基盤研究（C）（一般） 

インクルーシブ保育に関わる保育者のエンパワメント 
プログラムの開発 

石井正子 准教授 

12［継続］ 
基盤研究（C）（一般） 

GPCRのアロステリックリガンド：細胞応答測定による 
親和性解析法とリガンド検索 

須賀比奈子 准教授 

13［継続］ 
基盤研究（C）（一般） 

子どもと高齢者をつなぐ地域コミュニティの拠点としての 
公園のあり方に関する研究 

番場美恵子 専任講師 

14［継続］ 
基盤研究（C）（一般） 

世帯および地域の社会経済的要因が食生活や健康状況に 
与える影響 －栄養疫学的検討 

小西香苗 准教授 

15［継続］ 
基盤研究（C）（一般） 

古英語期の聖人伝における女性像 
―Ａｅｌｆｒｉｃの言語とテクストの基礎的研究 

島崎里子 准教授 

16［継続］ 
基盤研究（C）（一般） 

英語母語話者の物語コーパスに基づいた慣用句を中心とし
た絵本教材の作成と提供 

金子朝子 教授 

17［継続］ 
基盤研究（C）（一般） 

知的障害者の雇用継続を基盤としたコンピテンシー・ 
モデルの構築 

根本治代 専任講師 

18［継続］ 
基盤研究（C）（一般） 

透析室における患者と医療スタッフの快適性に関する研究 堤 仁美 専任講師 

19［継続］ 
基盤研究（C）（一般） 

カンボジア農村女性の出稼ぎによる乳幼児の栄養・健康と 
生計への影響調査 

米倉雪子 准教授 

20［継続］ 
基盤研究（C）（一般） 

日本手話における等位構造の統語分析 浅田裕子 准教授 

21［継続］ 
基盤研究（C）（一般） 

死体の利用における手続保障に関する比較法的研究 森本直子 准教授 
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種別 研究課題 氏名 

22［継続］ 
基盤研究（C）（一般） 

重症精神障害者へのアサーティブコミュニティトリートメ
ントの全国多施設効果評価研究 

吉田光爾 准教授 

23［継続］ 
挑戦的萌芽研究  

中国人看護・介護従事者の研修から就労現場で必要となる 
日本語と異文化対応能力の分析 

大場美和子 准教授 

24［継続］ 
挑戦的萌芽研究  

成人期の自閉症スペクトラムにおける視覚的認知の特異性
に関する神経心理学的検討 

松永しのぶ 教授 

25［継続］ 
挑戦的萌芽研究  

調理動作のバイオメカニクス的研究 山中健太郎 教授 

26［継続］ 
若手研究（A） 

パルス中性子及び高エネルギーX線を用いた鉄鋼文化財の 
非破壊分析手法の確立 

田中眞奈子 専任講師 

27［継続］ 
若手研究（B）  

DV 担当支援者による二次加害防止のためのスーパービジ
ョン体制 

野坂洋子 助教 

28［継続］ 
若手研究（B） 

経営実践における「戦略」の正当化と「戦略論」の規範喪失
に関する理論的・実証的研究 

高木俊雄 准教授 

29［継続］ 
研究活動スタート支援 

「書き」困難解消に向けた行動・神経基盤評価と板書スキル
支援による学習効果の検討 

大森幹真 助教 

職名は 2017年度時点 
 

7. 委託研究・研究助成等 
企業などから委託・助成を受けた研究は次の通り。（12件） 

種別 企業等 氏名 

委託研究 世田谷区（世田谷保健所健康推進課） 石井幸江 教授 

委託研究 三菱ケミカルフーズ株式会社 渡辺睦行 准教授 

共同研究 森永乳業株式会社素材応用研究所 飯野久和 教授 

共同研究 昭和産業株式会社 大橋きょう子 教授 

共同研究 株式会社ニチレイフーズ 大橋きょう子 教授 

共同研究 株式会社ジャパンベンチャーリサーチ 湯川 抗 教授 

共同研究 国立研究開発法人理化学研究所 渡辺睦行 准教授 

共同研究 株式会社フルッタフルッタ 竹山恵美子 准教授 

共同研究 早稲田大学理工学術院総合研究所 堤 仁美 専任講師 

研究助成 一般社団法人全国栄養士養成施設協会 松本 孝 教授 

研究助成 公益信託世田谷まちづくりファンド グレゴリーＬ.フリードマン 准教授 

研究助成 一般財団法人守谷育英会 田中眞奈子 専任講師 

職名は 2017年度時点 
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8. 学生支援 
① 進路・就職支援 

A. 就職支援講座 
次の支援講座を実施した。（220回） 

内容 実施回数 受講者数 

インターンシップ関連 4回 2,665名 

就職ガイダンス関連 4回 3,090名 

業界研究講座・セミナー 27回 1,888名 

職種研究講座 7回 245名 

内定者報告会 1回 81名 

学内合同企業説明会 19回 1,288名 

就職活動基本講座 38回 4,633名 

公務員・資格取得・模擬試験 6回 235名 

教員採用説明会 1回 10名 

基礎学力向上・SPI対策 28回 7,951名 

海外留学関連講座 3回 259名 

東京新卒応援ハローワーク共催講座 38回 246名 

その他 44回 923名 
B. 経済同友会によるインターンシップ  

経済同友会「インターンシップの望ましい枠組み」に参加。参加 13大学・高専 1校が取り組んだ。女子大は
本学とお茶の水女子大学の 2大学。大学 1～2年生が原則 1か月以上の就業体験を行う。 
日本航空、第一生命保険、パソナグループ、株式会社キッツの 4社に 5名の学生が参加した。 

C. インターンシップ  
合計 245の企業・団体で 545名の学生がインターンシップを体験した。  

区分 事業所数 派遣人数 
建設 10 22名 
不動産 6 14名 
製造 7 9名 
出版・印刷 15 25名 
卸売・小売 23 57名 
金融 10 17名 
ホテル・旅行・運輸 13 25名 
電気・ガス 1 1名 
教育・学習支援 10 24名 

医療・福祉 13 30名 

経営コンサルタント・シンクタンク 9 24名 
放送・広告 8 21名 

情報通信 15 36名 

サービス 29 63名 

公的機関・団体 16 33名 

自由応募・プロジェクト型・海外インターンシップなど 60 144名 

合計 245 545名 
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D. 卒業者数と就職状況 
卒業生の進路は次の通り。 

大学院 

研究科 専攻 卒業者 進学者 就職者 
その他 
進学 

その他 

進学者を 
除いた 
実就職率

(%) 

文学 

日本文学専攻博士前期 1名 1名 0 0 0 - 

言語教育コミュニケーション専攻博士前期 2名 0 0 0 2名 0.0% 
文学言語学専攻博士後期 3名 0 1名 0 2名 33.3% 

計 6名 1名 1名 0 4名 20.0% 

生活 
機構 

生活文化研究専攻修士課程 2名 1名 0 0 1名 0.0% 
心理学専攻修士課程 11名 0 5名 0 6名 45.5% 
福祉社会研究専攻修士課程 4名 0 2名 0 2名 50.0% 
人間教育学専攻修士課程 5名 0 5名 0 0 100.0% 
環境デザイン研究専攻修士課程 5名 0 4名 0 1名 80.0% 
生活科学研究専攻修士課程 3名 0 3名 0 0 100.0% 
生活機構学専攻 博士後期課程 1名 0 1名 0 0 100.0% 

計 31名 1名 20名 0 10名 66.7% 
大学院計 37名 2名 21名 0 14名 60.0% 

 
大学 

学部 学科 卒業者 進学者 就職者 
その他 
進学 

その他 
大学院進学者 
を除いた 
就職率(%) 

人間文化 

日本語日本文学科 135名 1名 130名 0 4名 97.0% 
英語コミュニケーション学科 188名 1名 180名 5名 2名 96.3% 
歴史文化学科 94名 3名 87名 2名 2名 95.6% 
国際学科 94名 0 86名 4名 4名 91.5% 

計 511名 5名 483名 11名 12名 95.4% 

人間社会 

心理学科 84名 7名 74名 0 3名 96.1% 
福祉社会学科 101名 0 98名 1名 2名 97.0% 
現代教養学科 92名 0 91名 0 1名 98.9% 
初等教育学科 106名 2名 101名 0 3名 97.1% 

計 383名 9名 364名 1名 9名 97.3% 

生活科学 

環境デザイン学科 183名 5名 172名 0 6名 96.6% 
管理栄養学科 78名 3名 74名 1名 0 98.7% 
健康デザイン学科 73名 0 72名 0 1名 98.6% 

計 334名 8名 318名 1名 7名 97.5% 
グローバル 
ビジネス 

ビジネスデザイン学科 96名 1名 93名 2名 0 97.9% 
計 96名 1名 93名 2名 0 97.9% 

大学計 1,324名 23名 1,258名 15名 28名 96.7% 
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E. 学位授与者 
大学院 

研究科 専攻 授与者数 

文学研究科 

日本文学専攻 博士前期課程 1名 
英米文学専攻 博士前期課程 0 
言語教育コミュニケーション専攻 博士前期課程 1名 
文学言語学専攻 博士後期課程 0 

計 2名 

生活機構研究科 

生活文化研究専攻 修士課程 1名 
生活科学研究専攻 修士課程 2名 
心理学専攻 修士課程 11名 
福祉社会研究専攻 修士課程 2名 
環境デザイン研究専攻 修士課程 5名 
人間教育学専攻 修士課程 3名 
生活機構学専攻 博士後期課程 0 

計 24名 
大学院計 26名 

満期退学者は修了者に含まれない。 
学部 

学部 学科 授与者数 

人間文化 

日本語日本文学科 133名 

英語コミュニケーション学科 187名 

歴史文化学科 93名 

国際学科 92名 

計 505名 

人間社会 

心理学科 84名 

福祉社会学科 101名 

現代教養学科 92名 

初等教育学科 104名 

計 381名 

生活科学 

環境デザイン学科 173名 

管理栄養学科 78名 

健康デザイン学科 73名 

計 324名 

グローバルビジネス ビジネスデザイン学科 96名 

 計 96名 

学部計 1,306名 
早期卒業者を含む。 
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F. 主な就職先 

学部学科 職種 主な就職先企業 

人間文化学部 
日本語日本文 
学科 

総合職・準総合職 
あいおいニッセイ同和損害保険、アクサ損害保険、朝日生命保険、岡三証
券、オリエントコーポレーション、京葉銀行、損害保険ジャパン日本興亜、
千葉銀行、トランスコスモス、日本年金機構、大和ハウス工業 など 

一般事務職 
オリックス・ファシリティーズ、熊谷組、日本郵便、みずほフィナンシャ
ルグループ、三菱UFJ銀行、三菱UFJ不動産販売 など 

営業職 TOKAIグループ、日本生命保険、久光製薬 など 

企画・広報 花王 など 

販売・サービス職 京王百貨店、阪急トラベルサポート、三城、三越伊勢丹 など 

公務員 茨城県稲敷市、埼玉県加須市、埼玉県警察本部、静岡県浜松市 など 

人間文化学部 
英語コミュニ
ケーション 
学科 

総合職・準総合職 

あいおいニッセイ同和損害保険、足利銀行、イオンリテール、ウシオ電機、
SMBC日興証券、岡三証券、オリエントコーポレーション、キッツ、協栄
産業、JTB関東、JTBコーポレートセールス、JTB首都圏、全国健康保険
協会、ソフトバンク、太平洋セメント、TAKAMI BRIDAL、千葉銀行、東
京 TYフィナンシャルグループ、東芝プラントシステム、西日本鉄道、日
本航空電子工業、パレスホテル など 

一般事務職 
アルプス電気、きんでん、信越化学工業、SKY GROUP、住友化学、住友
電気工業、日揮、ヒロセ電機、みずほフィナンシャルグループ、三井住友
銀行、三菱電機、三菱UFJ銀行 など 

営業職 住友生命保険、第一生命保険、日本生命保険、富士ゼロックス東京 など 

企画・広報 トランスコスモス など 

客室乗務・地上職 ANAエアポートサービス、JALスカイ、全日本空輸 など 

販売・サービス職 
クレディセゾン、セルリアンタワー東急ホテル、東京ベイヒルトン、星野
リゾート・マネジメント、ベルリッツ・ジャパン など 

公務員 神奈川県茅ケ崎市、栃木県、栃木県警察本部 など 

教員 神奈川県、埼玉県 など 

人間文化学部 
歴史文化学科 

総合職・準総合職 

朝日生命保険、大林道路、ソフトバンクコマース&サービス、埼玉ひびき
の農業協同組合、JTBグローバルマーケティング＆トラベル、しののめ信
用金庫、東京ＴＹフィナンシャルグループ、トランスコスモス、マイナビ、
前橋市農業協同組合、ヤマト運輸、ゆうちょ銀行 など 

一般事務職 
JR北海道、JFEビジネスサポート、ダイキンエアテクノ、大和証券、日本
精工、三井不動産リアルティ など 

営業職 住友生命保険、富士ゼロックス東京、明治安田生命保険 など 

販売職 京王百貨店、三城 など 

公務員 警視庁、群馬県みどり市、埼玉県所沢市、栃木県警察本部 など 

教員 仙台白百合学園中学・高等学校 など 
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学部学科 職種 主な就職先企業 

人間文化学部 
国際学科 

総合職・準総合職 

ANA セールス、アルファシステムズ、エース、小池酸素工業、JTB ビジ
ネスネットワーク、シティバンク、セールスフォース・ドットコム、東京
海上日動火災保険、日本通運、ニトリホールディングス、日本航空電子工
業、びゅうトラベルサービス、北越銀行、三井住友海上火災保険、ヨネッ
クス、YKK など 

一般事務職 
山陽特殊製鋼、新日鐵住金、住友化学、住友電気工業、大和証券、TDK、
東銀リース、みずほフィナンシャルグループ、古河機械金属 など 

営業職 佐藤商事、日本生命保険 など 

客室乗務・地上職 AIRDO、ANA成田エアポートサービス、全日本空輸 など 

販売・サービス職 オンワード樫山、ホテルオークラ東京 など 

システムエンジニア トランスコスモス、三井情報 など 

人間社会学部 
心理学科 

総合職・準総合職 
足利銀行、イオンリテール、岡三証券、京葉銀行、世田谷信用金庫、ソフ
トバンクコマース&サービス、千葉銀行、東京シティ信用金庫、戸田建設、
ナラサキ産業、マイナビ、三菱UFJ信託銀行、ユニアデックス など 

一般事務職 
あおぞら銀行、SMBCファイナンスサービス、大阪工機、常陽銀行、みず
ほフィナンシャルグループ、三井住友銀行、三菱UFJ銀行 など 

営業職 協栄産業、第一生命保険 など 

人間社会学部 
福祉社会学科 

福祉職 さいたま生活協同組合、千葉県我孫子市、千葉県木更津市 など 

保育士 千葉県浦安市、千葉県船橋市、ベネッセスタイルケア など 

医療ソーシャル 
ワーカー 

千葉徳洲会病院、東京医科歯科大学医学部附属病院、獨協医科大学埼玉医
療センター、日本大学病院、横浜市立大学市民総合医療センター など 

総合職・準総合職 
あいおいニッセイ同和損害保険、岡三証券、小野測器、花王プロフェッシ
ョナル・サービス、静岡銀行、東電用地、トランスコスモス、ニチイ学館、
日本郵便、阪急交通社、ボーネルンド など 

一般事務職 
小田急電鉄、北日本銀行、キョクレイ、太陽生命保険、みずほフィナンシ
ャルグループ、三菱UFJ銀行など 

営業職 第一生命保険、日本生命保険 など 

客室乗務・地上職 JALスカイ など 
販売・サービス職 クリナップ、ソフトバンク など 

公務員 埼玉県警察本部、栃木県宇都宮市、福島県下郷町 など 

人間社会学部 
現代教養学科 

総合職・準総合職 
秋田銀行、伊豆箱根鉄道、青山商事、ジェイアール東日本スポーツ、セブ
ン－イレブン・ジャパン、千葉銀行、電通テック、東急セキュリティ、日
新、野村證券、富士通、ミサワホーム など 

一般事務職 
かんぽ生命保険、GS ユアサ、芝浦電子、住商メタレックス、住友林業、
全国銀行協会、住友電気工業、東海澱粉、東洋建設、農林中央金庫 など 

客室乗務・地上職 全日本空輸、日本航空 など 

販売・サービス職 コーセー、そごう・西武、LIXIL Advanced Showroom など 

システムエンジニア トランスコスモス など 

公務員 千葉県船橋市、東京都 など 
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学部学科 職種 主な就職先企業 

人間社会学部 
初等教育学科 

小学校教員 
東京都、千葉県、埼玉県、茨城県、群馬県、栃木県、福島県、横浜市、川
崎市、つくば市 など 

幼稚園教員 健伸幼稚園、調布幼稚園、認定こども園丸山幼稚園 など 

保育士 
渋谷区、世田谷区、台東区、町田市、目黒区、江東区、品川区、荒川区、
習志野市、さいたま市、加須市、つくば市、栃木市、静岡市 など 

総合職、準総合職 東京海上日動調査サービス、星野リゾート・マネジメント など 
一般事務職 住友金属鉱山、みずほフィナンシャルグループ、三菱オートリース など 
販売職・サービス職 京王百貨店、ファミリア など 
公務員 神奈川県川崎市 など 

生活科学部 
環境デザイン 
学科 

建築技術・製図職 
東京都世田谷区、旭化成ホームズ、熊谷組、五洋建設、清水建設、積水ハ
ウス、大成設備、大和ハウス工業、三井ホーム など 

総合職 

旭化成不動産レジデンス、味の素コミュニケーションズ、イッセイミヤケ、
AGC 硝子建材、クリナップ、ジェイアール東日本企画、新菱冷熱工業、
東京セキスイハイム、トランスコスモス、野村不動産パートナーズ、
Francfranc、三井ホーム、レナウン など 

一般事務職 
岡谷鋼機、五洋建設、大和ハウス工業、三井ホームコンポーネント、リン
ナイ など 

営業職 大和リビングマネジメント など 
販売・サービス職 クリナップ、TAKAMI BRIDAL、べべ、三越伊勢丹 など 

企画・広報 トランスコスモス など 

生活科学部 
管理栄養学科 

栄養士・管理栄養士 
東京都、埼玉県、板橋中央総合病院、IMSグループ、エームサービスジャ
パン、神奈川県厚生農業協同組合連合会、行徳総合病院、国立病院機構東
京病院、福島県厚生農業協同組合連合会、地域医療機能推進機構 など 

研究・技術 明治 など 

総合職・準総合職 
エバラ食品、資生堂、大京穴吹不動産、ダイキンアプライドシステムズ、
テクノ菱和、東海澱粉、パルシステム東京、ブルドックソース など 

一般事務職 
オリコオートリース、みずほフィナンシャルグループ、三菱オートリース、
三菱食品、三菱電機ビルテクノサービス、ヤクルト本社 など 

客室乗務・地上職 ANAエアポートサービス など 

サービス職 三越伊勢丹フードサービス など 

栄養士 エームサービスジャパン、LEOC、日本保育サービス、ポピンズ など 

生活科学部 
健康デザイン 
学科 

総合職・準総合職 
SG ムービング、米久、サンデリカ、敷島製パン、シマダヤ、日本ピュア
フード、フジパングループ、モランボン、ヤクルトヘルスフーズ など 

一般事務職 
三栄源エフ・エフ・アイ、常陽銀行、住友化学、東ソー、東洋冷蔵、菱電
商事、みずほフィナンシャルグループ、三井住友銀行、三菱食品 など 

営業職 伊藤園、クリニコ、農協観光 など 

客室乗務・地上職 JALスカイ など 

販売・サービス職 京王百貨店、トヨタエンタプライズ、三越伊勢丹 など 

教員 埼玉県、東京都 など 
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学部学科 職種 主な就職先企業 

グローバル 
ビジネス学部 
ビジネス 
デザイン学科 

総合職・準総合職 

あいおいニッセイ同和損害保険、イオンリテール、岡三証券、オリエント
コーポレーション、京葉銀行、国立病院機構、西武信用金庫、損害保険ジ
ャパン日本興亜、東京都予防医学協会、日本年金機構、野村證券、パソナ、
パナホーム、ビズリーチ、日立ハイテクノロジーズ、富士電機、三井住友
海上火災保険、ゆうちょ銀行、横河ソリューションサービス など 

一般事務職 
旭化成ホームズ、日本郵便、みずほフィナンシャルグループ、三井住友銀
行、三菱食品、三菱電機、三菱UFJ銀行、りそな銀行 など 

営業職 住友生命保険、日本生命保険、明治安田生命保険 など 
企画・広報 トランスコスモス など 
編集・記者 日本放送協会 など 
販売・サービス職 アニヴェルセル、資生堂ジャパン、東京ベイヒルトン、三越伊勢丹 
客室乗務員・地上職 ANAエアポートサービス、全日本空輸 など 

システムエンジニア トランスコスモス、三井造船システム技研 など 

 
G. 主な進学先 

学部名 進学先大学院等 

人間文化学部 昭和女子大学大学院、東北芸術工科大学大学院 など 

グローバルビジネス学部 北陸先端科学技術大学院大学 など 

人間社会学部 
昭和女子大学大学院、北陸先端科学技術大学院大学、横浜国立大学大学院、上越教
育大学大学院、専修大学大学院 など 

生活科学部 昭和女子大学大学院、千葉大学大学院、金沢大学大学院 など 
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9. 東日本大震災被災者支援 
① 学生のボランティア活動 

コミュニティサービスラーニングセンターで『東日本大震災被災地を応援する学生ボランティアワークキャン
プ』を実施している。概要は次の通り。 

○ 開催日：9月 11日～9月 15日（4泊 5日） 
○ 参加学生数：30名・引率教職員：2名 
○ 内容：保育所・子育て支援センター支援、鳴り砂の浜清掃、復興公営住宅の住民と女川紙ランタン

づくりや調理で交流 
② 学納金等の支援 

被災指定地域の受験生に検定料・入学金・学納金の特別支援措置をとった。 

対象受験生数：13名 支援総金額：770,000円 

 

10. 女川灯紙（おながわランタン）祭を実施 
宮城県牡鹿郡女川町の復興支援のため、コミュニティサービスラーニングセンターの学生コーディネーターと附属昭和こ
ども園・小学校が連携してランタンを制作し、学内に展示した。12 月 3 日には昭和ボストンのフェスティバルでも展示
した。 

 ワークショップ：12月 6～8日・13日 
 展示：12月 4日～14日 
 学生コーディネーター参加人数：15名 
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11. 地域貢献・連携活動 
① 子育て支援フェスタ 

世田谷区後援・NPO昭和などとの共催で、大学内で子育て支援フェスティバルを開催した。 

イベント名 三茶子育てファミリーフェスタ in昭和女子大学 

内容 学生と地域との協働による子ども子育て支援情報の提供 

開催日時 6月 18日 10時 30分～14時 30分 

主催者等 
主催：昭和女子大学 
共催：特定非営利活動法人NPO昭和 
後援：世田谷区 

参加団体数 

学生ボランティアが子どもとふれあう機会を提供した団体：21団体 
実演と物品販売を行った団体：25団体 
協賛企業：11社 
ボランティア学生数：376名 

来場者数 約 1,800名 

 
② ことばの相談室 

人間社会学部福祉社会学科の「ことばの相談室」は、次の相談者に対応した。 

開設日数＝76日 相談者数＝28名 延べ人数＝127名 

③ 都市と農村を結ぶ文化交流 
夏季休暇中に実施した地域貢献ボランティアプログラム。信州高遠青少年自然の家を拠点に長野県伊那市との
交流活動「伊那の谷・風の学校学生ボランティアワークキャンプ」を実施した。 

○ 開催日：9月 1日～9月 5日（4泊 5日） 
○ 参加学生数：10名 引率教職員：2名 

内容：食と生活・自然とともに生きる・福祉コミュニティ・伝統芸能のチーム別フィールドワーク 
④ タイ・ミャンマー国境の山岳少数民族の暮らしと文化に学ぶ 

夏季休暇中に附属高等学校と合同で、タイ・チェンライのミラー財団を拠点に「チェンライ・風の学校学生ボラ
ンティアワークキャンプ」を実施した。 

○ 開催日：8月 17日～8月 23日（6泊 7日） 
○ 参加者数：15名（うち高校生 6名 引率教職員：4名） 

活動：山岳少数民族と交流し、誰もが尊厳を守り多文化共生社会を築くには何ができるかを学ぶ  
⑤ 区立小中学校と区内大学連携事業 

大学の専門的教育資源を提供して地域発展に貢献するために区立小・中学校で連携事業を実施した。 
⑥ 提携教育委員会との連携 

心理支援コミュニティサービスラーニングで連携する 16の行政機関と連携事業に取り組んだ。 
⑦ 世田谷ボランティア協会・せたがや災害ボランティアセンターとの共催 

世田谷区、世田谷ボランティア協会、世田谷区社会福祉協議会との協定に基づき、『災害ボランティアマッチン
グセンター』で被災者のニーズとボランティアとをつなぐ人材「災害ボランティアマッチングコーディネータ
ー」養成研修を開催。56名の学生が参加した。 

⑧ 包括的連携・協力に関する協定  
A. 富山県朝日町と連携協力に関する包括協定を締結した。 
B. 日本航空株式会社と包括的連携に関する基本協定を締結した。 
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⑨ 公開講座 
地域連携センターが開催した公開講座は次の通り。（8回） 

講座名・講師名 開講日 
受講 
者数 

昭和キャンパスの自然 －花・木の実・昆虫を観察する－ 
現代教養学科 常喜 豊 教授 

5月 27日 17名 

「源氏物語」の自然描写 －野宮での別れ－ 
日本語日本文学科 胡 秀敏 教授 

6月 10日 18名 

江戸時代女性の化粧道具と折形 －真田家に伝わるお道具箱から－ 
初等教育学科 豊田千明 准教授 

7月 1日 12名 

ベトナムの伝統的衣服 －らくらくパンツ（クアン）を作ろう－ 
環境デザイン学科 谷井淑子 教授 

7月 8日 8名 

ベトナム伝統集落のまちづくりに参加しよう－ホイアン・ドンラン・カイベ―市
民交流－                 環境デザイン学科 友田博通 教授 

10月 14日 7名 

食と健康を考える 
管理栄養学科 横塚昌子 教授 

11月 18日 15名 

はじめての日本画 －和紙カードにクリスマスを描く－ 
初等教育学科 早川 陽 専任講師 

11月 25日 16名 

ジェイン・オースティンと女性たち 
英語コミュニケーション学科 金子弥生 教授 

12月 2日 21名 

 
⑩ 企業協働プロジェクト 

昭和デザインオフィス・地域連携センターのプロジェクト活動は次の通り。（39件） 

プロジェクト名 コラボレーション企業等 
参加 
学生数 

一般 
参加者 

沖縄ファミマ×昭和女子大学 株式会社沖縄ファミリーマート 28名 － 

株式会社マークス×昭和女子大学 株式会社マークス 5名 － 

株式会社三恵×昭和女子大学 株式会社三恵 9名 － 

Christian Dior ワークショップ クリスチャンディオール株式会社 27名 － 

ガールズバンド PV制作 
株式会社リクルートマーケティングパートナ
ーズ 

7名 － 

女子大生が恋する！井の頭線 京王電鉄株式会社 17名 － 

フロアホッケー 
NPO法人日本フロアホッケー連盟 
公益財団スペシャルオリンピックス日本 

8名 1,600名 

まちおこし応援 三軒茶屋 三軒茶屋銀座商店街振興組合、笑 in若林ほか 40名 1,925名 

ゆうきのつばさ 

NPO法人勇気の翼インクルージョン 2015、ゆ
うきのつばさ Inclusion 実行委員会、公益財団
法人日本ダウン症協会、公益財団法人日本知的
障害者福祉協会 ほか 

15名 20,000名 

三茶・三宿まちなか 2017 
三軒茶屋まち道楽実行委員会、三宿四二〇商店
会、世田谷パン祭り実行委員会、下の谷商店街、
下の谷町会 

57名 51,740名 

三茶を楽しもう！ 三軒茶屋銀座商店街振興組合 46名 － 
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プロジェクト名 コラボレーション企業等 
参加 
学生数 

一般 
参加者 

木曽漆器デザイン 一般財団法人塩尻・木曽地場産業振興センター 8名 － 

新宿駅模型 東京都建設局 23名 50,000名 

渋谷センター街七夕まつり支援 渋谷センター商店街振興組合 80名 3,000名 

ベトナム・カイベー市民交流支援 
国際交流基金、ベトナム・ティエンザン省とカ
イベー市、横浜市、神戸市、長崎市 など 

12名 16,500名 

ベトナム・ヘリテージツーリズム支
援・国際学生交流プログラム 

JICA 地球ひろば、日本文化庁文化財部、ホイ
アン市 など 

10名 500名 

渋産－シブサン アクリル－ 有限会社アクリアル、Roland DG 15名 600名 

iro Project 有限会社三幸アクリル 5名 － 

SWU Recurrent Education Project  -
昭和女子大学生涯学習プロジェクト- 

株式会社メタデザイン 25名 25名 

infie(l)ducation project 03  
―続・国道 17号線の幸福論 

株式会社インフィールドデザイン 11名 20名 

大島サイト・リノベーション 
NPO法人能島の里、しまなみ地域活性化推進
協議会連合体 

34名 5,000名 

三軒茶屋の居場所あいりす 世田谷区子ども・若者部若者支援担当課 31名 180名 

チョコレート映画祭 2018 
しもきた商店街振興組合、株式会社 ハッスル
しもきた、下北沢大学実行委員会 

9名 243名 

せたがや 2018サマーフェスティバル 
せたがやインクルージョン実行委員会、せたが
やインクルージョン Jr.委員会 

6名 20,000名 

渋谷駅模型 in 上海 21_21DESIGN SIGHT 15名 － 

朝小サマースクール ＊ 朝日学生新聞社 6名 2,685名 

城南信用金庫 情報誌作成 ＊ 城南信用金庫 10名 － 

富士通特許 ＊ 富士通、昭和信用金庫 13名 － 

FM世田谷「商店街東奔西走」 
番組制作 ＊ 

FM世田谷、昭和信用金庫 5名 － 

鶴岡ガストロノミー・フィールド・ミ
ュージアム ＊ 

鶴岡市役所 6名 － 

地場産業共創プロジェクト 
産直あぐりとのコラボ商品開発※ 

産直あぐり 8名 － 

美術館カフェ・プロデュース 
舞台は自然あふれる世田谷 ＊ 

公益財団法人せたがや文化財団世田谷美術館 
世田谷サービス公社 

9名 － 

曽我の里 ＊ 曽我兄弟遺跡保存会、小田原市役所 6名 － 

多気町応援 ＊ 三重県多気町役場 5名 － 

ソーシャルビジネス ＊ 西武信用金庫 8名 － 

まなびの広場：外国につながる子ども
たちの支援教室 

世田谷区教育委員会 9名 － 
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プロジェクト名 コラボレーション企業等 
参加 
学生数 

一般 
参加者 

フランス料理のシェフと新メニュー 
開発に挑戦！  

C'est Moi ! 18名 － 

パリジェンヌ展記者体験 
公益財団法人せたがや文化財団世田谷美術館 
NHKプロモーション 

4名 － 

子育てファミリーフェスタ  18名 1,800名 

※はインターンシップ 
⑪ 輝け☆健康『美』プロジェクト 

健康デザイン学科、管理栄養学科を中心に全学的な取り組み「輝け☆健康『美』プロジェクト」。 
学内外で実施した健康増進活動は次の通り。（9件） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

プロジェクト名 コラボレーション企業等 
参加 
学生数 

一般 
参加者 

H&Bメニュー提案 株式会社テーアールシーサービス 31名 多数 

フジランドとランチメニュー 株式会社フジランド 31名 多数 

パンレシピの提案（世田谷パン祭り） nukumuku 15名 約 25,000人 

スマホアプリによる 
新しい健康ソリューションの提案 

キッコーマングループ 45名 － 

笛吹プロジェクト 山梨県笛吹市 5名 － 

Do you 農 vegetables? 
全国農協協同組合連合会神奈川県本部 
京急百貨店 

21名 － 

アサイー レシピ開発 株式会社フルッタフルッタ  28名 － 

ラグジュアリーシュガーレシピ開発 株式会社駒平キウブ商事 30名 － 

健康☆美カフェ in 望秀海浜学寮 館山市・同市教育委員会 21名 約 150人 
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12. 図書館 
蔵書数と利用状況は次の通り。 
蔵書数 

種別 冊数等 内訳 

図 書 545,391冊 
和書  472,587 冊（うち近代文庫 76,608冊） 
洋書   72,804 冊（うち近代文庫   198冊） 

電子書籍 4,696冊 
和書   4,500 冊 
洋書     196 冊 

雑 誌 17,457タイトル 
和雑誌 15,932 タイトル（うち近代文庫  5,099タイトル） 
洋雑誌  1,525 タイトル（うち近代文庫     2タイトル） 

電子ジャーナル＊ 17,451タイトル 

新 聞 157タイトル 
和新聞     35タイトル  洋新聞 15タイトル 
近代文庫  107タイトル 

視聴覚資料       3,309タイトル 

＊論文単位で提供の電子ジャーナルを除く 
利用状況  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※キャリアカレッジ、ブリティッシュ・スクール、メンター、キャンパスツアーなど 
○ 開館日：271日 
○ 1日平均入館者数：836.3名、学生１人あたり貸出冊数：7.7 冊 

図書館の動向 
（1）学内外の図書館利用者に対し、適切に資料及びサービスを提供できるよう、図書館規程、資料収集 

方針・資料選定基準、サービス方針、貴重資料・準貴重資料取扱い規則を改定。 
（2）世田谷区立男女共同参画センターらぷらす利用者を対象に、本学の貴重資料を含む「女性文庫」等の 

専門書・研究書を利用できるよう覚書を締結し、図書館利用サービスを開始。2017年度の利用は、 
10件11冊。 

（3）新図書館システムの導入により、マイライブラリ機能から学外から30以上の契約データベース、電子 
資料へのアクセスや、横断検索結果から論文記事の複写申し込みが可能となる等、文献入手サービス 
が向上。 

（4）本学図書館所蔵の貴重資料の保全対策として、資料を内製でデジタル化するために2機種のブックスキ 
ャナーを導入。また、カビや微生物が発生しない環境を整えるために空調機に殺菌灯を設置。 

（5）大学のカリキュラムに沿った専門資料の充実を目的に、大学教員の引率指導のもと、学部生が自身の 
テーマに沿って書店で選書を行う学科・ゼミ対象選書ツアーを開始。2学科5ゼミ実施。 

（6）学部3年生以上を対象に、本学図書館未所蔵雑誌の複写料金を無料化。 

利用者 入館者数 貸出冊数 
大学院生 2,921名 2,513冊 
学部生 209,701名 41,143冊 
教職員 9,780名 7,010冊 
学科（長期貸出）          － 75冊 
附属生徒 420名 28冊 
卒業生・退職教職員 417名 171冊 
世田谷 6大学コンソーシアム 39名 0冊 
保護者 102名 0冊 
その他※ 3,460名 62冊 

合計 226,840名 51,002冊 
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13. 海外研修プログラム 
① 昭和ボストンプログラム 

A. 英語コミュニケーション学科・国際学科・ビジネスデザイン学科対象（７プログラム） 
プログラム名 参加人数 

英語コミュニケーション学科（約 5か月）University 107名 

英語コミュニケーション学科（約 10か月）Four Seasons Program 55名 

英語コミュニケーション学科（約 17か月）Boston Long-term Intensive Program 16名 

国際学科（約 4か月）DIS +SAF Program 1 名 

国際学科（約 5か月）DIS Immersion Program 24名 

国際学科（約 10か月）DIS One Year Program 4名 

ビジネスデザイン学科（約 5か月）グローバルビジネスプログラム 107名 

合計 314名 

 
B. 全学科対象（1プログラム） 

プログラム名 参加人数 

ボストン延長プログラム（エマニュエルカレッジ 4週間プログラム）   15名  

 
C. 全学科対象（1プログラム 5テーマ） 

プログラム名 研修テーマ 参加人数 

ボストンサマーセッション 

アメリカ文化 16名 

心理学 15名 

ホスピタリティ 15名 

ボランティア 12名 

アート＆デザイン 14名 

合計 72名 
 

D. 英語コミュニケーション以外の学科対象（2プログラム） 

プログラム名 参加人数 

春期 15週間ボストンプログラム 12名 

秋期 15週間ボストンプログラム 5名 

合計 17名 
 

E. 日本語教育・栄養士・教職関係（3テーマ） 

プログラム名 参加人数 

日本文化 23名 

アメリカ栄養士研修 25名 

春季アメリカ教育研修 36名 

合計 84名 
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F. 海外宿泊研修（21プログラム） 

プログラム名 行先 参加人数 

カンボジア海外教育研修プログラム カンボジア 4名 

チェンマイ大学研修 タイ 7名 

海外考古学実習 ベトナム 14名 

日本語教育実習 ベトナム 4名 

日本語教育実習 インドネシア 4名 

ロイヤルローズ大学 ホスピタリティ&ツーリズム カナダ 12名 

香港インターンシッププログラム 香港 2名 

上海交通大学HSK対策講座 中国 23名 

日中韓プログラム 韓国・中国 10名 

ソウル女子大学夏季韓国語集中講座  韓国   4名  

高麗大学韓国語集中講座 韓国 5名 

淑明女子大学校 TOPIK対策講座 韓国 31名 

スペイン語学研修 スペイン 3名 

ヨーロッパ歴史演習 ドイツ・ポーランドほか 29名 

イタリア食文化研修 イタリア 12名 

北欧福祉研修 デンマーク・フィンランド 12名 

海外デザイン演習（プロダクト） ドイツ・北欧 31名 

春季ヨーロッパ研修  オーストリア 21名 

海外デザイン演習（建築） アメリカ 22名 

ワシントン大学英語研修”STEP” アメリカ 1名 

クイーンズランド大学英語研修 オーストラリア 13名 

合計 21プログラム 264名 

 
G. 海外大学日本校協定校への派遣学生 

協定大学 国名 派遣 

テンプル大学日本キャンパス 日本 18名 

 



42 
 

H. 海外協定校の派遣・受け入れ学生（1セメスター以上） 

協定大学 国名 派遣 受け入れ 

上海交通大学ダブルディグリー 中国 9名 － 

ソウル女子大学ダブルディグリー 韓国 2名 － 

上海交通大学 中国 8名 4名 

ソウル女子大学 韓国 12名 － 

漢陽女子大学 韓国 － 6名 

国民大学 韓国 3名 2名 

淑明女子大学 韓国 2名 － 

西江大学 韓国 2名 － 

誠信女子大学 韓国 5名 4名 

東海大学 台湾 － 4名 

ベトナム国家大学人文社会科学大学ハノイ校 ベトナム 3名 3名 

王立プノンペン王立大学 カンボジア － 13名 

ガジャマダ大学 インドネシア － 1名 

フレーミングハム州立大学 アメリカ 2名 － 

ニューベリー大学 アメリカ 2名 － 

クイーンズランド大学 オーストラリア － 2名 

ワルシャワ大学 ポーランド 1名 1名 

アルカラ大学 スペイン 26名 － 

ヴェネツィア大学 イタリア 1名 9名 

ヴィタウタスマグナス大学 リトアニア 2名 3名 

テンプル大学日本キャンパス 日本 18名 － 

合計 18大学 80名 52名 

 
I. 昭和ボストン他大学向けプログラム 

昭和ボストンで提供した他大学・社会人研修プログラムは次の通り。（4プログラム） 

プログラム名 対象 期間 人数 

Boston Summer Session 立命館大学 8月 14日～9月 12日 14名 

Boston Summer Session 立教大学 8月 14日～9月 12日 6名 

Boston Summer Session 神田外語大学 8月 14日～9月 12日 1名 

Boston Summer Session 札幌国際大学 8月 14日～9月 12日 1名 

合計 4大学 22名 
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Ⅲ 附属昭和中学校・高等学校 
 

1. NEXT戦略室の活動 
学校が優先的に取り組むべき重点課題を抽出し、ワーキンググループを設置した。優先順位をつけて精力的に意見交換
を行い、学校改革に着手した。ワーキンググループと活動内容は次のとおり。 

ミッション 
建学の精神と校則三則のもと、生涯学び続ける“主体性”を持ち、多文化の中で協働できる女
性を育成する。 

ビジョン 
グローバル化や IoTの進展、AI社会の到来など激変する外部環境のもと、常に未来を見据
えて時代の要請に応える先進的な女子教育を推進すべく、社会・地域・企業などと連携しな
がら生徒一人ひとりの可能性を最大限に伸ばす教育を提供する。 

重点課題 
1. 中学校志願者の減少と大学合格実績の低迷 
2. 教諭の過重な労働時間 
3. 広報戦略 

3つのワーキング 
グループを組織 

1. カリキュラムデザイン・ワーキンググループ 
進路指導の方針見直し 
新課程や新大学入試に対応するカリキュラムに再構築 

2. 働き方改善・ワーキンググループ 
教諭の働き方の見直し 
高校副主任制と学校行事の見直し 
外部指導員を登用するなど部活動の見直し 
コンピュータ・システムを導入した事務の効率化と合理化 
教員・生徒・保護者間のコミュニケーションを活性化 

3. 広報戦略・ワーキンググループ 
広報戦略の見直し 

 

2. 文部科学省スーパーグローバルハイスクール（SGH）に関する取組 
① 課題研究 

キャリアデザイン力の育成に向けた研 4つの究活動を通年で実施した。（高校 1・2年生 45名参加／選抜制） 

LABO1 
テーマ：企業や個人で活躍する女性グローバル・リーダーの研究 
指導者：富士ゼロックス株式会社 日比谷 武 顧問 
12名参加（海外研修：米国チャールストン Ashly Hall校訪問） 

LABO2 
テーマ：日本人女性のジェンダー・ギャップ 
指導者：スクールカウンセラー・臨床心理士 井上直美 氏 
5名参加（海外研修：フィンランド・ヘルシンキ訪問） 

LABO3 
テーマ：海外で活躍する女性リーダーの研究 
指導者：昭和女子大学国際学部国際学科 米倉雪子 准教授 
10名参加（海外研修：カンボジア・プノンペン） 
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LABO4 
テーマ＝途上国女性の社会進出課題 
指導者：昭和女子大学現代ビジネス学部ビジネスデザイン学科 興梠 寛 特任教授 
12名参加（海外研修：タイ・チェンライ） 

 
② サービスラーニング（ボランティアを通した社会体験） 

高校 1・2年生全員がボランティア活動を体験した。 
 

③ 高大連携グローバルプログラム（計 7回） 
日付 講師・テーマ 対象生徒 

 5月 6日 ㊏ 
模擬国連ワークショップ「国連カフェ・メニューを作る」 
應義塾大学ＯＢ・日本模擬国連日吉研究会  中川 慶 氏 

LABO参加生徒と希望生徒 

11月 7日 ㊎ 
なぜ少年院で人生は変わるのか？ 
日本こどもみらい支援機構代表 武藤杜夫 氏 

LABO参加生徒と希望生徒 

11月 30日 ㊍ 
カンボジアでの起業について 
Krukhmer （クルクメール）起業者 篠田ちひろ氏 

LABO参加生徒と希望生徒 

12月 15日 ㊎ 
カンボジアとルワンダ留学体験 
昭和女子大学 人間社会学部初等教育学科 川村真由 氏 

LABO参加生徒と希望生徒 

 1月 19日 ㊎ 
セルフリーダーシップ＆これからの女性の働き方について       
CHANCE for ONE代表取締役社長 清水レナ 氏 

LABO参加生徒と希望生徒 

 2月 19日 ㊊ 
笑って考える男女共同参画 
東京大学大学院総合文化研究科瀬地山 角 教授 

LABO参加生徒と希望生徒 

 3月 12日 ㊊ 
童話「いやいやえん」からみるジェンダー 
絵本作家 中川李枝子 氏 

LABO参加生徒と希望生徒 

     
④ 選択制国内外研修旅行（高校１年生・4か所） 

実施期間 研修コース 事前研究テーマ 参加人数 

12/19～12/22 
広島・関西 
広島、奈良、京都 

広島と関西の歴史が現代に及ぼす影響 ８名 

12/19～12/22 
沖縄 
沖縄本島、伊江島 

五感で感じる沖縄 61名 

12/19～12/24 
ベトナム 
ホイアン、ホーチミン 

ベトナムの自然環境 
今日のベトナムの環境をつくった要因は 

69名 

12/19～12/25 
オーストラリア 
カイトネン、メルボルン、シドニー 

オーストラリアの環境問題の取り組みと
課題 

39名 

 
⑤ 模擬国連 

年間 12会議・3ワークショップに延べ 120人が参加。うち英語で行われたのは 3プログラム。 
⑥ 英語道場 

夏の海外研修の参加生徒を対象に「英語道場」を開設。①TOEFL型 e-Learning、②タスクに関する英語プレゼ
ンテーション、③外部講師による英語学習法講演会を実施した。 

⑦ The British School in Tokyoとの交流 

6月 19日㊊～6月 21日㊌ Short Exchange Program（BST生徒 6名受け入れ） 

1月 19日㊎ International Day（文化間交流） 

3月 26日㊊～3月 28日㊌ Short Exchange Program」（生徒 6名が BSTで授業） 
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3. 教育の質向上 
① 校内研修 

外部講師を招聘して以下の研修会を開催した。（2回） 
4月 11日㊋ 

16時 30分～17時 30分 
テーマ：昭和女子大学附属昭和の生徒募集を考える 
講演者：安田教育研究所 安田 理 氏 

5月 16日㊋ 
16時 00分～17時 00分 

テーマ：心のスイッチが入ればチームは変わる～改革に学ぶリーダーシップ～ 
品川女子学院理事長・中等部校長 漆 紫穂子 氏 

② 合同研修 
3月 26日に附属昭和こども園、昭和小学校と合同研修会を実施した。 

③ 研究授業 
全教諭が研究授業を実施した。また、他の研究授業を 5回以上参観してお互いに教育力を高める機会をもった。 

④ 外部研修会参加 
      校務や教科の外部研修会に延べ 238人・213回参加した。 
 

4. 海外等研修プログラム 
今年度実施した海外等研修プログラムは次のとおり。 
① ボストン研修 

The Boston Mission（対象：中学２年生全員対象） 

グループ 研修期間 参加者数 引率教諭 

第 1班 2018年 3月 6日～3月 17日 98名 9名 

第 2班 2018年 3月 17日～3月 28日 110名 7名 

 
② 英国短期留学（対象：高校生希望者対象） 

研修先 研修期間 参加者数 引率教諭 

イギリス 2018年 3月 15日～3月 30日 38名 2名 

 
③ アジアディスカバリー（対象：グローバル留学コース中学 1年生全員対象） 

研修先 研修期間 参加者数 引率教諭 
シンガポール 

 
2018年 1月 30日～2月 3日 24名 3名 

 

5. 保護者との連携 
保護者会を除く Showa Parents Clubの活動は次のとおり。 

実施時期 内容 対象 参加者数 

5月 11日 東明学林見学 1年生 36名 

5月 18日 授業参観・授業評価 とクラブ活動見学 全校 317名 

5月 11日 望秀海浜学寮見学 2年生 31名 

11月 20日 授業参観・授業評価 全校 237名 

12月・1月 学校評価アンケートの実施と公表 全校 1,211名 

9月・3月 冊子「中高部通信」配布 全校 1,211名 

3月 オリジナル・カレンダー配布 全校 1,211名 
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進学状況 
① 卒業生の進路は次のとおり。 

内容 人数 

大学進学者 

併設大学進学者 68名 

併設大学・五修生進学者 23名 

他大学進学者 116名 

専門学校進学者 3名 

浪人ほか 13名 

合計 223名 
 
② 他大学合格実績は次のとおり。 

国公立 早慶上理 GMARCH その他大学 合計 

3名 27名 51名 177名 258名 
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1. 教育の質向上 
① 研究会参加を奨励し、教育の質向上に努めた。 

A. 校内研究・研修会実施 
授業研究会 5回・初任者研修会 10回・全体研究会 6回 

B. 外部研修会参加 
日本私立小学校連合会夏季研修、東京私立初等学校協会研修会、その他外部研修会 

C. その他 
救急救命法講習会を開催した。 

② 第 8回学校の創立を祝う会実施 
4月 28日に 1年生を除く全校児童が同窓会会員の楠本達士氏の講話を聴いた。 

③ 各種大会等に参加 
A. 東京私立小学校児童作品展「ほらできたよ」出品 
B. 世田谷子ども駅伝参加 
C. 東京私立小学校ダンス発表会参加 
D. 東京私立初等学校協会音楽祭「さあはじめよう」参加 

④ 文化行事を開催 
A. 映画「ちえりとチェリー」「チェブラーシカ動物園へ行く」 
B. コンサート「The Orchestra Japanコンサート」 

⑤ 教育実習生の受け入れ 
併設大学（初等教育学科）から 4名の教育実習生を受け入れた。 

⑥ 「ベトナムの日」実施 
アジア教育友好協会から宍戸仙助氏を招き、全校児童への講演会を行った。 

 

2. 学校活動の充実・強化 
① 給食運営の変更 

自校式調理方式で週 5日給食を提供。栄養士による食材の紹介や実物展示するなど食育に力を入れた。 
附属昭和こども園と連係して 0歳児から小学 6年生までの共通献立を実現させた。 
ランチルームで異学年複数学級による会食を実施した。 

② 授業で ICTを活用 
携帯端末（i-PAD）を活用して、児童の興味関心を高めて理解を深める授業運営を試みた。 
各教室にプロジェクターを設置し、大型モニターと併用して効果的な授業が運営することを各教科で検討した。 

③ アフタースクールとの協力体制 
昭和小学校アフタースクールと連携し、運営方法の向上について協議した。児童の情報の共有や、保護者対応
について連絡を密にとり関係を強化した。 

④ 高学年児童の個性に応じた能力の向上 
特別クラブ活動を実施した。個性が明確になる高学年児童が興味を深め、能力を向上させるよう努めた。 

 

3. 設備および備品の充実 
① システムの高機能化 

携帯端末（i-PAD）を新規に 60台購入して、学習活動で活用できるよう整備した。 
② 南側校庭遊具の増設 

校庭の遊具を活用して、児童の身体能力を向上させた。他人との自然な関わりが見られた。 

Ⅳ 附属昭和小学校 
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③ 学校行事の検討 
A. 海の学校（4・5年生）の内容を検討 

特別研修（在職 6年から 10年）の一環でアクティビティについて検討し、報告会を行った。 
④ 他部署との連携プログラム 

A. 大井町の「花と緑の会」の協力により 4・5年生全員が田植えを体験した。希望する保護者・児童が秋に
稲刈りを行った。 

B. 足柄の「茶業センター」と連携し、東明学林で 5年生が茶摘みと製茶を体験した。 
C. 併設大学の初等教育学科で初等部教諭が特別講義を開講した。 
D. 附属昭和こども園年長クラスと 5年生・1年生の交流授業を実施した。 
E. ブリティッシュ・スクールの児童・生徒との共同学習や相互授業見学を実施した。 
F. 附属昭和こども園に依頼して合同運動会を実施した。 
G. 併設大学の英語コミュニケーション学科の学生による英語教育見学を実施した。 
H. 附属昭和こども園、附属昭和中学校・昭和高等学校との合同教職員研修を実施した。 
I. 昭和ナースリーや昭和こども園園児に校庭を開放した。 

 

4. 海外研修 
次の内容でフレンドシップツアーを実施した。 

研修先 研修期間 対象 参加者数 
昭和ボストン 
 

8月 4日～8月 14日 5・6年生 31名 
 

5. 広報活動 
今年度から附属昭和こども園対象の学校説明会を実施した。 
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Ⅴ 附属昭和こども園 
 

1. 附属昭和小学校との連携 
① 小学校の教員朝礼に保育教諭が参加して情報を共有した。 
② 「昭和っ子の運動会」に年長児が参加して 5年生とのペア競技を体験した。 
③ 小学校専科講師が年長児クラスを中心に図工指導を合計 10回実施した。 
④ 両施設の合同給食会議を毎月 1回実施した。 
⑤ 年長児が小学校の文化行事に参加した。年中・年長児が小学校の校舎の見学や交流会を行った。 
⑥ 昭和小学校進学希望者に園長推薦説明会を実施した。 

 

2. FD活動の推進 
① 以下の外部研修会に参加した。また、各種団体が開催する研修会には教諭が個別に参加している。 

主催者 内 容 

東京都私立幼稚園教育研修会・東京都生活文化局 
新規採用教員宿泊研修会・公開保育参加 
ほか計 7研修 

世田谷区私立幼稚園協会 
幼稚園教育要領改訂とこれからの幼児教育・子どもの心に寄
り添う保育 ほか計 4研修 

世田谷区保育課 
リスクマネジメント・食物アレルギー対応 
ほか計 14研修 

② 園医、看護師による「こども園でおこりやすいケガや病気について」「嘔吐処理」の研修会を開催した。 
③ リスクマネジメント委員会を発足。ヒヤリハット報告書を作成して事故分類を見直し、分類に応じた検証を行った。 

 

3. 保育・教育 
① 乳児および幼児担当の主幹を新たに配置した。3歳児クラスは 2名の複数担任制にした。 
② 英語・体育・音楽活動などの特別教育に自然活動、造形活動を加えた。また、マラソンやなわとびなどの運動遊び

を積極的に取り入れた。 
③ 年間を通して附属中高部生徒の保育実習を受け入れた。 

 

4. 子育て支援の充実 
① 預かり専任保育教諭を配置して保育ニーズに対応した。 
② 保健師による個別離乳食相談会・マタニティ相談会、耳鼻科医による健康相談会など地域の子育て支援を行った。 
③ 近隣の親子が登園し、観劇会、英語であそぼう、リトミックで遊ぼうのクラス活動に参加した。 

 

5. 入園に関すること 
入園説明会や施設見学会を実施した。見学会は 44回実施して延べ 507組の参加者があった。 
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Ⅵ 人見記念講堂 
 

大学の授業として実施した講演・コンサートは次の通り。 
① 文化研究講座（16講座） 

日付 公演者 

4月 24日 新日本フィルハーモニー交響楽団 

5月 16日 落語鑑賞会（春風亭小朝独演会） 

5月 19日 平松混声合唱団 

6月 13日 仲道郁代&ミヒャエル・コフラー デュオ・リサイタル 

6月 20日 宝塚歌劇団OGレビュー・レジェンダリー～Special Edition～ 

6月 29日 ドレスデン・フィルハーモニー管弦楽団 

7月 6日 市原愛&西村悟 with トリノ・トリオ 

7月 13日 チャイコフスキー夢の三大バレエ名場面集 

10月 26日 歌舞伎鑑賞会 

10月 30日 ブラック・ダイク・バンド 

10月 31日 コルネリア・ヘルマン&NHK交響楽団メンバーによる名曲 

11月 7日 ミュージカル『アンデルセン』 

11月 14日 ウィーン学友協会合唱団 

12月 5日 ザ・チーフタンズ 

12月 19日 キエフ国立フィルハーモニー交響楽団 

12月 21日 映画「犬に名前を付ける日」 

 
② 女性教養講座（15講座） 

日付 演題 講師 

4月 26日 
女性が輝く社会を目指して 
一部：女性活躍のために大学ができること 
二部：女性の性暴力被害の根絶を目指して  

第一部：女性活躍担当大臣 加藤勝信 大臣 
第二部：くるみんアロマ 氏 

NPO 法人ライトハウス代表 藤原志帆子 氏 

5月 10日 反知性主義のアメリカを日本から読み解く  国際基督教大学学務副学長 森本あんり 氏  

5月 20日 女性の活躍最前線 
元法務大臣・自由民主党司法制度調査会長 
上川陽子 氏 

5月 24日 これからの女性の活躍に期待する 
オリックス株式会社シニア・チェアマン 
宮内義彦 氏  

6月 14日 女性と健康 ―幸せな生涯への知恵 
静風荘病院特別顧問、日本性差医学医療学会理事 
天野惠子 氏 

6月 21日 女性と裁判 
弁護士・元名古屋高等裁判所長官 
昭和女子大学理事 門口正人 氏 



51 
 

日付 演題 講師 

6月 28日 
食糧を届ける ―貧困、災害、紛争の
中で 

元国連世界食糧計画WFP・アジア地域局長 
忍足謙朗 氏 

7月 5日 今を楽しく、10年後も楽しく生きるには 開成学園中学校・高等学校校長 柳沢幸雄 氏  

7月 12日 海外から見た日本の食文化 

ハーバード大学ライシャワー日本研究所所長 
テオドル・C・べスター 氏 
料理研究家 土井善晴 氏 
寺田倉庫代表取締役 中野善壽 氏 

10月18日 これからの企業経営と求める人材 富士ゼロックス株式会社顧問 日比谷武 氏 

11月 1日 
インプレッショントレーニングⓇ  
～印象力で夢をかなえる～ 

印象評論家、インプレッショントレーナーⓇ 
亜細亜大学経営学部教授 重太みゆき 氏 

11月 8日 
シンフォニックな食卓から世界を愉しむ 
－リズム音楽の名手セネガル太鼓奏者
を誘って－ 

テーブルコーディネータ― 
NPO法人「手を洗おう会」理事長 古屋典子 氏 

11月15日 富士山から日本を変える アルピニスト 野口 健 氏 

11月22日 
新しい紛争解決 ～イスラム過激派組織
を止めるために必要なこと～ 

NPO法人アクセプト・インターナショナル代表理事 
永井陽右 氏 

12月13日 日本人とがん 
東大病院放射線科准教授・放射線治療部門長 
中川恵一 氏 
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Ⅶ 光葉博物館 
 

① 展覧会の開催 
実施した展覧会は次の通り。（6回） 

日程 内容 

4月 2日～5月 12日 光葉博物館収蔵資料展 

5月 30日～6月 24日 
春の特別展 
発掘で何がわかる ―昭和女子大生の発掘調査・活動から― 

7月 14日～8月 5日、 
8月 19日、20日 

新収蔵資料展 ―松本昭コレクション― 

11月 6日～12月 2日 
秋の特別展 
昭和女子大学附属昭和高等学校スーパーグローバルハイスクールの取り組み 

1月 9日～2月 6日 新春収蔵資料展 

2月 26日～3月 16日 昭和女子大学 卒業制作展 2017 

 
② 刊行物 

次の図録などを刊行した。（4冊） 
A. 光葉博物館報No.21 
B. 春の特別展「発掘で何がわかる ―昭和女子大生の発掘調査・活動から―」展覧会図録 
C. 「新収蔵資料展 ―松本昭コレクション―」展覧会パンフレット 
D. 秋の特別展「昭和女子大学附属昭和高等学校スーパーグローバルハイスクールの取り組み」展覧会図録 

 
  



53 
 

Ⅷ ダイバーシティ推進機構 
 

1. 事業の目標（４つの視点） 
ダイバーシティを推進する目標・意義を企業の管理職、経営者と産学間で共有。 
女性活躍の推進と女性管理職の育成。 
ダイバーシティ経営における管理職のあり方を研究。 
企業をとりまく法律や慣習を理解し、女性活躍推進と働き方改革の面からダイバーシティ経営への転換を考察。 

① 講座の開講 
会員企業 37社を主対象にキャリアカレッジ・プログラム、セミナー・シンポジウム、研究会を実施した。 

A. キャリアカレッジ・コースプログラム（4プログラム） 
コース名 開講時期と授業時数 受講者数 

ビジネスベーシック 5月～7月（7回） 14名 
マネジメントステップアップ 5月～7月・10月～12月（各 7回） 31名 
エグゼブティブ共創 10月～1月（6回） 14名 
起業家・新規事業企画者 7月（3回） 5名 

 
B. セミナー・シンポジウム（8回） 

実施日 テーマ 参加者数 

4月 22日 
女性の思いを叶える起業 
～先輩女性起業家に学ぶ「成功のコツとヒント」 

36名 

6月 24日 
大学横断イベント 2017 
女子大学生と社会人で共に考える『女性の活躍できる会社』とは 

37名 

6月 28日 
カタリストジャパン共催イベント・なんのための女性登用？ 
ダイバーシティがビジネスにもたらす真の意義について徹底討議！ 

57名 

6月 28日 
働き方改革フォーラム 
～働くことを軸とする安心社会の構築に向けて～ 

56名 

7月 28日 
働き方改革を経営の力へ 
～事例から考える成功する「働き方改革」・失敗する「働き方改革」～ 

41名 

1月 18日 
大学横断イベント 2018 
～女子大学生と社会人で共に考える『女性の活躍できる会社』とは 

26名 

2月 7日 
働き方改革フォーラム・味の素に聞きたい「なぜ 16時半退社になったの
ですか？」働き方改革とダイバーシティ推進 

62名 

12月 2日 
現代ビジネス研究所共催 
日本で活躍する企業のダイバーシティの取り組み 

47名 

 
② 研究会の運営 

A. 労働法制の変化と『働き方』研究会（6回） 座長：八代尚宏 特命教授 
毎回 15名程度が参加 
○ 研究テーマ 

1. 現行の日本的雇用慣行の抱える問題点と改革の方向（同一労働同一賃金問題） 9月 11日 
2. 高齢者の活用と限定正社員の働き方（高齢者雇用・限定正社員）  10月 4日 
3. 女性管理職比率 30％をどう実現するか（女性の活用と派遣労働） 11月 1日 
4. 長時間労働抑制のための法改正案と企業の対応（労働時間規制） 12月 6日 
5. 解雇の金銭補償ルールの策定と企業の対応（解雇の金銭補償ルール） 1月 10日 
6. 働き方の多様化に対応した人事部の在り方とは（人事管理への影響） 2月 14日 
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B. 産学連携ダイバーシティ研究会（7回） 座長：森ます美 特任教授 
参加登録者 21名 
○ 活動内容 

1. 本調査票の提案と検討① 4月 14日 
2. 本調査票の提案と検討② 5月 12日 
3. 調査の実施手順の相談 6月 23日 

本調査の実施（調査対象：会員企業 1,298通回収） 7月 15日～9月末 
4. 調査結果の分析報告・フリーディスカッション 11月 10日 

5. 2017年度研究活動報告会での報告内容の検討 1月 12日 

6. 「ダイバーシティ経営の推進と女性のキャリア形成」研究成果報告会の開催 3月 9日  
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Ⅸ その他の関連事業 特定非営利活動法人 NPO昭和 
 

① 子育てステーション世田谷の運営 
世田谷区の子育て支援総合施設を運営した。地域住民が保育・遊び・預かり・相談で利用できる子育て総合
施設で、NPO昭和は学園の地域貢献の窓口となっている。 

施設名 活動状況 
認可保育園 

昭和ナースリー 
定員 33名（0歳児 9名、1・２歳児各 12名 
大学の学生ボランティア・デンマークからの研修生を受け入れた。 

おでかけひろば 
SHIP 

世田谷区内の子育て家族の集いのひろば 
年間 357日開室・延べ利用者は 10,575組 21,033名 
スタッフが日常的に簡単な子育て相談に応じている 
区民ボランティアによる子育て支援講座を企画・実施している 

ほっとステイ 
SHIP DAY 
NURSERY 

区民であれば就業の有無を問わず預けられる保育施設 
年間 350日開室・延べ利用者は 1,644名 
2018年 3月末から正門東隣のビルに移転 

発達相談 生活心理研究所において臨床心理士が相談に応じている 

② 昭和小学校アフタースクールの運営 
附属昭和小学校児童およびブリティッシュ・スクール生徒が対象の学童保育施設を運営した。 

昭和小学校 
アフタースクール 

在籍児童数 100名（定期利用 68・スポット利用 32） 
サッカー・体操・英語・ピアノ・スイミングなどの教室も実施 

③ 「世田谷区立男女共同参画センターらぷらす」の運営と地域貢献活動 
世田谷区から区立男女共同参画センターらぷらす運営を受託。講座・研修、相談、情報収集提供機能の一体
活用と地域との協働・連携を目指している。セクシャルマイノリティの電話相談・居場所事業を開始した。 

登録団体 395団体 

総利用者 48,313名 

講座数と参加者数 講座数 40講座（139コマ） 参加者数 8,018名 

らぷらすフェスタ 6月 25日に実施・参加者数は 812名 
セクシャルマイノリティフォー
ラム 

8月 26日に実施・参加者数は 503名 

起業ミニメッセ 11月 25・26日に実施・出展事業者数 40・参加者数は 3,195名  
シングルマザー応援フェスタ 3月 4日に実施・参加者数は 570名 

相談事業数と総参加者数 
セクシャルマイノリティの電話相談・居場所事業、シングルマザ
ーのグループ相談会など 参加者数：223名 

地域連携事業 
デート DV 防止、セクシャルマイノリティ理解、アサーティブ講
座などの出前講座：中学校 6、高校 6 参加生徒数は 1,957人 

広報事業 
情報誌「らぷらすぷらす」、図書情報誌「ライブラリーニュース」：
年 4回発行、発行部数各 2,500部 

資料コーナー（図書館） 
蔵書数：20,691冊（うち雑誌：1,539冊） 
図書：16,777冊／DVD：270枚／行政資料：2,105冊 
図書登録者数：5,940人 
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3  財務の概要                          
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Ⅰ 事業活動収支計算書 
 
法人全体の平成 29年度決算は、収入に関しては教育活動に関する事業収入（学生生徒納付金・手数料・寄付金・経常費等補助
金・付随事業収入・雑収入）が増収となった。 
支出に関しては定年退職者の多い年度のため人件費が増加。また、西キャンパスの解体・除却、および建物修繕を進めたため
一過性の支出も増加した。 
事業活動収入合計は 134 億 8,400 万円、事業活動支出合計は 134 億 1,000 万円を計上した。経常収支差額は 10 億円、基本金
組入前当年度収支差額は 7,400万円となった。 
翌年度繰越収支差額はマイナス 91億 2,000万円の支出超過である。これは本学が施設・設備を充実させ、学生生徒などの満足
度を高めることから発生しているものであるが今年度は 4億 1,100万円の改善となった。 
主な収支については以下の通りである。  
 

① 教育活動収支 
教育活動収入は 4億 9,500万円増の 132億 6,900万円となった。学生生徒納付金、手数料、寄付金、経常費等補助
金、付随事業収入とも増加した。 
教育活動支出は 6 億 5,900 万円増の 124 億 1,600 万円となった。支出増は、定年退職者の多い年度のため退職金
の増加、及び、西キャンパス解体費用を支出したことによる。 
教育活動収支差額は 8億 5,400万円で、教育活動収入計に対する比率は 6.4 ％である。 

 
② 教育活動外収支 

教育活動外収支は受取利息・配当金、および借入金等利息の金額であり、教育活動外収支差額は 1億 4,600万円と
なった。その結果、経常収支差額は 1億 3,900万円減の 10億円となった。 

③ 特別収支 
特別収支の収入は施設設備の寄付金、および補助金収入で 5,400万円を計上した。特別収支の支出は資産処分差額
9億 8,000万円を計上した。これは、西キャンパス整備に関する建物等の除却に関する費用計上である。 

④ 基本金組入前当年度収支差額 
上記の教育活動収支、教育活動外収支、特別収支の結果、基本金組入前当年度収支差額は 7,400万円となった。事
業活動収入計に対する比率は 0.6％である。 

⑤ 繰越収支差額 
基本金 6億円組入後の当年度収支差額は、マイナス 5億 2,600万円となった。 
基本金取崩額として 9億 3,800万円を計上した。これは体育館解体などに伴う取崩額である。 
その結果、翌年度繰越収支差額は、4 億 1,100 万円改善しマイナス 91 億 2,000 万円となった。事業活動収入計に
対する比率はマイナス 67.6％となった。 
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Ⅱ 資金収支計算書 
 
事業活動収支計算書の説明以外での特記事項は次の通りである。 
 

① 収入 
借入金等収入は入学支度金貸付資金として公益財団法人東京都私学財団から借り入れた 100 万円である。資産売
却収入は、短・中期運用の有価証券償還に伴う収入である。前受金収入は授業料などの前受金である。 

② 支出 
施設関係の支出は校舎改修工事、インフラを中心とした学園環境整備事業、省エネ機器設置工事、トイレ改修工事
など。設備関係の支出は教学用システムの更新、教職員用パソコンの更新のほか情報システムの環境整備を重点的
に推進したことによる支出である。資産運用支出は主に短・中期運用の有価証券の購入支出である。その他の支出
では、留学支援として無利子貸与である昭和学園奨学金貸付金支払支出を行った。 

 
 
 

Ⅲ 貸借対照表 
 

① 資産 
資産の部でキャンパス整備工事が開始され、建設仮勘定の計上を始めた。 

② 負債 
借入金は返済により 2億 467万円減少し、期末残高は 7 億 600万円となった。 
退職給与引当金は 1,500万円の減少となった。なお、退職給与引当金は従来から期末要支給額の 100％相当額の
引当を行っている。 

③ 純資産の部 
基本金は西キャンパス整備のための建物などの除却が発生したため、第１号基本金が 3億 3,800万円の減少とな
った。翌年度繰越収支差額は 4億 1,100万円改善されマイナス 91億 2,000万円となった。  

 
 
 

Ⅳ 収益事業会計 

 
2017 年度から寄附行為に「不動産賃貸業・管理業」を定義して収益事業を開始した。学校法人会計から分離独立
して事業を営んでいる収益事業（会計）の１期目の決算は、営業収益として建物賃貸料収入約 1,700 万円を計上
し、学校会計へ約 800万円を繰入れた。 
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（参考２）学校法人会計について 
 

A. 学校法人会計と企業会計との違いについて 
学校法人会計では収支は「資金収支計算書」、損益は「事業活動収支計算書」を作成しています。 
学校法人会計の特長として基本金があります。基本金とは、学校法人会計基準第 29条に「学校法人が、その諸活動
の計画に基づき必要な資産を継続的に保持するために維持すべきものとして、その事業活動収入のうちから組み入
れた金額を基本金とする」と規定されています。 
基本金は 4 種類が定められていますが、この基本金について決定される組入額が、毎年事業活動収支計算書で収入
超過額を源泉として組み入れられていき、貸借対照表の純資産を示すところに企業会計でいう資本の部にあたると
ころに基本金の種類別に累計されています。 
私学法第 26条 1項において、私立学校の教育に支障のない限り、その収益を経営に充てるために、収益を目的とす
る事業を行うことが出来ることになっています。本学では平成 29年度決算から寄附行為に「不動産賃貸業・管理業」
を定め、学校会計とは区分し特別な会計として経理処理をしています。 
収益事業会計に係る会計処理及び計算書類の作成は一般に公正妥当と認められる企業会計の原則に従って行うもの
となっています。 

B. 作成する計算書類について 
学校法人の会計は、「学校法人会計基準」により処理し、毎会計年度終了後、次の計算書類を作成しています。 

（１）資金収支計算書及び次の附属内訳表 
① 資金収支内訳表、② 人件費支出内訳表、③ 活動区分資金収支内訳表 

（２）事業活動収支計算書及び事業活動収支内訳表 
（３）貸借対照表及び次の附属明細表 

① 固定資産明細書、② 借入金明細書、③ 基本金明細書 
（４）財産目録 
（５）収益事業会計 

① 損益計算書、② 貸借対照表 
 

C. 各計算書類の目的 
（１）「資金収支計算書」は、当該会計年度の諸活動に対応するすべての収支の内容ならびに当該会計年度における
支払資金の収支のてん末を明らかにすることが目的であり、企業会計の「キャッシュフロー計算書」に類似したもの
です。 
（２）「事業活動収支計算書」は、当該会計年度における事業活動収支の均衡状態とその内容を明らかにし、学校法
人の経営状況が健全であるかどうかを示すもので、企業会計の損益計算書にあたるものです。 
（３）「貸借対照表」は、年度末における学校法人の財政状態をあらわした計算書類で、企業会計の貸借対照表と同
様のものです。 

 
D. 記載科目の説明 

① 学生生徒等納付金･･･学則に定める徴収金であり、授業料、実験実習費、入学金など 
② 手数料･･･入学検定料、試験料、証明手数料 
③ 寄付金･･･金銭その他の資産を寄贈者から贈与されたもので、補助金とならないもの 
④ 補助金･･･国または地方公共団体からの助成金など 
⑤ 資産売却収入･･･帳簿残高のある固定資産等の売却収入 
⑥ 付随事業・収益事業収入･･･教育活動に付随する活動に係る事業の収入 
⑦ 受取利息・配当金収入･･･預金、有価証券の利息収入 
⑧ 雑収入･･･上記以外の収入で、施設設備利用料収入など 
⑨ 前受金収入･･･翌会計年度以後の諸活動に対応する収入 
⑩ 資金収入調整勘定･･･当年度の諸活動に対応する収入であるが、資金の収入が当年度中に行われず、前年度また

は翌年度に行われる収入項目に対応する勘定 
⑪ 人件費･･･教職員人件費、役員報酬、退職金支出 
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⑫ 教育研究経費･･･教育研究のために支出する経費支出 
⑬ 管理経費･･･教育研究経費以外の経費支出 
⑭ 借入金等利息支出･･･借入金に係る利息支出 
⑮ 借入金等返済支出･･･借入金に係る返済支出 
⑯ 施設関係支出･･･土地、建物、構築物、建設仮勘定等に係る支出 
⑰ 設備関係支出･･･備品、図書等の取得に係る支出 
⑱ 資産運用支出･･･資金運用目的による資金支出 
⑲ その他の支出･･･貸付金支払支出、預り金支払支出、前払金支払支出など 
⑳ 資金支出調整勘定･･･当年度の諸活動に対応する支出であるが、資金の支出が当年度中に行われず、前年度また

は翌年度に行われる支出項目に対応する勘定 
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